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は じ め に

このたび、秋田県の教員に採用された皆さんに、心よりお祝いを申し上げます。

教員は、「その崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に努めなければならない」

と教育基本法で定められています。その研修の一端として、新任教員の皆さんには、

教育公務員特例法により初任者研修が義務付けられています。そこでは、実践的な

指導力と教師としての使命感を養うとともに、幅広い知見を得るため、学級や教科

・科目を担当しながら実践的な研修を行っていくこととなります。

情報社会が一層発展したSociety5.0時代が到来しつつある今日、新型コロナウイ

ルス感染症の世界的な流行と相まって、社会生活や産業構造などが急激に変わってき

ています。社会全体のオンライン化やデジタル化が私たちの予測を超えて急速に進展

するなど、複雑で先行き不透明な時代になってきています。このような急激に変化す

る時代を生き抜く児童生徒には、自分のよさや可能性を認識させるとともに、多様な

他者と協働し主体的に課題を解決していく力や持続可能な社会を創造する力などの資

質・能力を身に付けさせることが、学校教育に求められています。また、今日の学校

が抱える問題は多岐にわたっており、一人一人の教員による対応ではなく、チームと

して組織的に行うことが必要となっています。

「令和の日本型学校教育」の構築を目指す今、教壇に立つ皆さんには、これまで

同様「教員として不易とされてきた資質能力」に加え、「自律的に学び続ける力」、「新

たな課題に対応できる力」、「組織的・協働的に課題解決できる力」といった、これ

からの時代に必要な資質能力を育んでいく研修が必要です。

秋田県では、「秋田県教職キャリア指標」（令和５年３月一部改訂）及び「秋田県

教職員研修体系」（令和５年３月改訂）を基に、新しい教員研修制度をスタートさせ

ます。社会の変化を前向きに受け止め、探究心をもって主体的に学んだり、自分の

強みを伸ばすために個性に即した個別最適な学びをしたりするなど、「新たな教師の

学びの姿」の実現が求められます。

「秋田県教職キャリア指標」には、初任から３年目までの「実践的指導力習得期」

の教員は、教員としての心構えや公務員としてのモラル、学習指導要領や教育課程

についての基礎的知識及び指導力、また、「マネジメント能力」「生徒指導力」「教科

等指導力」などの資質能力を身に付けることを示しています。初任者研修及び実践

的指導力習得研修をはじめ、様々な研修の機会を自らのキャリアプランに積極的に

組み入れて、教職生涯を通じて学び続けることで、児童生徒の学びを最大限に引き

出す役割を果たす教員であることを願っています。

総合教育センターでは、これから教員として多くの研修を積み成長していく皆さん

に、研修を進める手引として本冊子を作成しました。研修の際、手元に置いて活用

し、教員としての資質能力の向上に努めてください。

今年度採用になった皆さんが、目的意識をもって主体的に研修に取り組み、教員

として、また何よりも人間としての魅力に磨きをかけて大きく成長し、これからの

秋田県教育を力強く担ってくれることを期待しています。

令和５年４月

秋田県総合教育センター所長



目 次

「あきたキャリアアップシート」の活用について………………………………………１

１ 学び続ける教員であるために………………………………………………………４

２ 学校組織の一員として………………………………………………………………５

３ 教育課程とは…………………………………………………………………………15

４ 生き生きとした学級経営……………………………………………………………16

５ 楽しく、分かる・できる授業づくり………………………………………………21

６ 他者と共によりよく生きる力を育てる道徳教育…………………………………43

７ 主体的な児童生徒を育てる特別活動………………………………………………45

８ 総合的な学習の時間、総合的な探究の時間の充実………………………………47

９ 心の通う生徒指導……………………………………………………………………49

10 キャリア教育の充実…………………………………………………………………53

11 体育・健康に関する指導……………………………………………………………55

12 部活動の指導…………………………………………………………………………57

13 子ども一人一人の教育的ニーズに応える特別支援教育…………………………60

14 情報教育………………………………………………………………………………62

15 いま求められる環境教育……………………………………………………………64



令和５年４月
秋田県教育委員会

秋田県教育委員会は、教育公務員特例法第22条の３に基づき、本県教員が高度専門職とし
ての職責、経験及び適性に応じて身に付ける資質を明確化した「秋田県教員育成指標」（現「秋
田県教職キャリア指標」、以下、「指標」という。）を定めました。
この指標は、本県教員が主体的に資質向上を図る際、教員としてのキャリアステージ全体

を見通し、自らの職責、経験、適性に応じて、効果的・継続的な研修を行うための目安であ
り、また県教育委員会が教職員研修体系（研修計画）を策定する際に踏まえるべきものとし
ます。
なお、基になる法令、趣旨等が異なり、指標に示された資質能力が身に付いているかどう

かによって人事評価が行われることはありませんが、指標を人事評価の目標設定の際などに
活用してください。

「あきたキャリアアップシート」は、教員一人一人が指標に示された各資質能力の要素を
道しるべとし、主体的・計画的に研修を進めていくことへの支援をねらいとしています。こ
の活用により、教員が自己のキャリアステージやそれに応じた資質能力の状況を把握するこ
と、今後の研修に対し課題をより明確にして臨むことが期待されます。教員としての資質能
力は、実践と省察の繰り返しによって高められるものですが、様々な研修の機会を積極的に
活用し、さらには、同僚との日常の情報交換、意見交換を加えることで、視野が広がり思考
が深まっていくと考えられます。その実践・省察と研修等をつなぐツールとして「あきたキ
ャリアアップシート」を活用し、求められる資質能力を生涯にわたって高めていきましょう。

「あきたキャリアアップシート」は、キャリアステージごとにあります。各シートには、
ステージに応じて「マネジメント能力」「生徒指導力」「教科等指導力」及びそれらの向上に
よって解決を目指す「本県の教育課題への対応」に即した項目内容が記述されています。な
お、各キャリアステージに示した経験年数は、あくまでも「目安」であり、研修を進める際
等に参考とするものです。
「あきたキャリアアップシート」を活用し、身に付けるべき資質能力を自己分析すること

により、自身の課題を明確にすることができます。また、年度当初や年度末に、自己評価を
することによって、教員自身が今後の自己目標の設定や研修計画の策定の見通しをもつこと
が可能になります。「あきたキャリアアップシート」を生かして、主体的・計画的に研修に取
り組みましょう。

秋田県教職キャリア指標

「あきたキャリアアップシート」の活用について

「あきたキャリアアップシート」のねらい

秋田県教職キャリア指標について

「あきたキャリアアップシート」の内容
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(1) 自身のキャリア発達や教職経験年数を参考に、キャリアステージを選択します。
(2) 秋田県教職キャリア指標「あきたキャリアアップシート」の項目を読み、年度当初の

各項目における自身の資質能力の状況を自己評価し、「年度初」欄に１（できていない）
～４（できている）の数字を記入します。

(3) (2)の状況等から、その年における自身の研修の重点を検討し、『本県の教育課題への
対応』『マネジメント能力』『生徒指導力』『教科等指導力』のそれぞれの領域ごとに、
「重点」欄に一つずつ○（重点）を記入します。

(4) 領域ごとに一つずつ記入された合計四つの○（重点）の中から最重点項目を一つ決め、
○を◎にします。

(5) 校外研修の際には、指標のどの項目に該当する研修なのかを確認しましょう。そして、
「研修のあしあと」欄に研修期日、研修名、内容等を記録します。校内研修では、指
標を参考にして、先生方の課題について話し合いながら計画を立てていくことも考え
られます。

(6) 年度末（１月末を目途）に研修を振り返り、各項目における自身の資質能力の状況を
自己評価し、「年度末」欄に１（できていない）～４（できている）の数字を記入し
ます。

(7) 年度ごとにシートを１枚使います。データを蓄積していきましょう。

◆ 秋田県教職員研修体系や総合研修講座案内等を参考に、研修の計画を立てましょう。

◆ 実践を積み重ねるとともに積極的に研修を進め、資質能力の向上を図りましょう。

「あきたキャリアアップシート」の使い方（例）

主体的な研修とするために

【あきたキャリアアップシート 記入例】
本県の教育課題への対応 マネジメント能力 生徒指導力 教科等指導力

年重年 年重年 年重年 年重年

項 目 度 度 項 目 度 度 項 目 度 度 項 目 度 度

初点末 初点末 初点末 初点末

◇キャリア教育の ◇学級担任として ◇児童生徒の内面 ◇学習指導要領

視点を生かした の責任の自覚
３ ３

の理解と個々の の基本理念に

ふるさと教育の３ ４ ◇学級経営の基本 問題に対する組 基づく授業の
２ ３

基本的な理解と ① 的な理解と運営
２ ３①

織の一員として
４○４

工夫

① 実践 ◇保護者への共感 の対応 ①◇単元（題材）

◇地域に根ざした 的理解に基づく３ ３ 及び単位時間

キャリア教育の 対応 ◇学級づくりにお の授業構想と
３ ３

基本的な理解と
２○４

◇学校・学年経営 ける基本的な生 実践

実践 ② 方針の理解と学２○３② 活習慣の確立の ３ ４ ◇教材研究と教

◇“「問い」を発 級経営への反映 ための指導 材開発の工夫
２◎３

研修のあしあと
期 日 研 修 名 主な研修内容

６月５日～

月 日
実践的指導力習得研修講座(小学校２年目Ａ) ・保護者対応と連携 ・学校組織の一員として

９月26日～

月 日
国語科における「読む力」を育む指導の ・国語科の「読む力」を育む指導の在り方

工夫

その年の最重点項目に◎

「年度初」と「年度末」欄に

自己評価をして１～４を記入

その年の重点項目に○
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十の位 一の位

年度初 年 月 日 重　点 年 月 日 年度末 年 月 日

① ① ① ①

② ② ② ②

③ ③ ③ ③

④ ④

⑤ ⑤

年
度
初

重　　

点

年
度
末

年
度
初

重　　

点

年
度
末

年
度
初

重　　

点

年
度
末

年
度
初

重　　

点

年
度
末

◇ ◇ ◇ 学習指導要領の基本
理念に基づく授業の
工夫

◇ ◇ ◇ 単元（題材）及び単
位時間の授業構想と
実践

◇ ◇ 教材研究と教材開発
の工夫

②

◇ ◇ 問題解決のプロセス
を重視した探究型授
業の理解と推進

◇
③

◇ ◇ 主体的・対話的で深
い学びの視点からの
授業づくり

③

◇

④

◇ ◇ 校内研究会の重要性
の理解と活用

④

◇

⑤

◇ ◇ 校内研究の成果と課
題を生かした授業改
善

◇

◇

月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日
月 日 ～
月 日

秋田県教職キャリア指標「あきたキャリアアップシート」
…直接入力してください …リストから選択してください

教職
経験

年目
所属 氏名

記入日

第１ステージ（目安：初任～３年目）実践的指導力習得期
教員としての心構えや公務員としてのモラル、学習指導要領や教育課程についての基礎的知識及び指導力を身に付ける

【理解と実践】

本県の教育課題への対応 マネジメント能力 生徒指導力 教科等指導力

ふるさと教育・キャリア教育の推進 教育課程の理解と実践 個に応じた指導・支援する力 教科等指導の基本的な指導力

“「問い」を発する子ども”の育成 教育目標の学級・学年経営への反映 集団に対して指導・支援する力 秋田の探究型授業の実践力

若手教員の指導力向上 学校経営への参画 家庭と共に課題を克服する力 授業研究・授業改善を推進する実行力

特別支援教育の推進 危機に対応できる管理能力

教員のＩＣＴ活用指導力の定着 地域人材や資源の活用

⑥ 特別な支援を必要とする児童生徒
   一人一人の教育的ニーズに応じて
   指導・支援する力

授業や校務等にＩＣＴを効果的に活用するとともに、児童生徒等の情報活用能力（モラル）を育成する力

項　　目 項　　目 項　　目 項　　目

キャリア教育の視点を
生かしたふるさと教育
の基本的な理解と実践

学級担任としての責任
の自覚

地域に根ざしたキャリ
ア教育の基本的な理解
と実践

学級経営の基本的な理
解と運営

保護者への共感的理解
に基づく対応

学校・学年経営方針の
理解と学級経営への反
映

「問い」を発する力の
育成の基盤となる言語
活動の理解と実践

学校組織における校務
分掌の役割等の理解と
職務の協働的な遂行

児童生徒理解や授業づ
くり・授業改善などに
おける自己の諸課題を
解決する手段・方法の
確認と実践

担当学級や校内分掌に
おける安全管理への意
識付け

一貫した支援や適切な
指導に向けた、個別の
教育支援計画（合理的
配慮を含む）及び個別
の指導計画の理解と作
成・活用

地域人材と資源の把握
と活用

特別支援教育の学級経
営への反映と特別の教
育課程の理解

交流及び共同学習の理
解と実践

研修のあしあと
期　日 研修名 主な研修内容

④ 特別な支援を必要とする児童生徒
   一人一人の教育的ニーズに応じて
   指導・支援する力

④ 特別な支援を必要とする児童生徒
   一人一人の教育的ニーズに応じて
   指導・支援する力

①

①

①

◇ 児童生徒の内面の理
解と個々の問題に対
する組織の一員とし
ての対応

①

②

◇ “「問い」を発する子
ども”を育成する取組
についての基本的理解
と実践

②

◇ 学級づくりにおける
基本的な生活習慣の
確立のための指導

②

③

◇ 家庭との連携を生か
した生徒指導の推進

③

⑤

◇ 授業等におけるＩＣＴ
を効果的に活用した指
導及び情報モラル教育
の理解と実践 ⑥ ④

◇ 特別な支援を必要と
する児童生徒の特性
等の理解・実践と、
家庭との連携 ④

◇ 特別な支援を必要と
する児童生徒の各教
科・科目等において
生じる学習上の困難
さの理解と授業実践

①－１
①－２

②－１

②－２

③

④

⑤

①－１

①－２

①－３

②

③

④
⑤

⑥－１
⑥－２
①

②

③

④

①－１

①－２

①－３

②－１

②－２

③－１

③－２
④

「あきたキャリアアップシート」

自己評価

年度初 年度末
本県教育課題への対応

 マネジメント能力生徒指導力

教科等指導力
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研 修 資 料
１ 学び続ける教員であるために

(1) 「学び続ける教員像」の確立

人間は教育によってつくられると言われ、その成否は教員一人一人にかかっている。

学校組織の一員として、児童生徒や保護者、地域社会から尊敬され信頼されるために、次

のような資質能力を備え、一人一人が学び続ける教員でなくてはならない。

① ふるさとを愛し支える自覚と志

② 教員としての不易の資質能力

○教職に対する強い情熱

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感など

○教育の専門家としての確かな力量

児童生徒理解力、児童生徒指導力、集団指導の力、学級づくりの力、学習指導・

授業づくりの力、教材研究の力など

○総合的な人間力

豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法をはじめ対人関係能力、コミュニ

ケーション能力などの人格的資質、教職員全体と同僚として協力していくこと

③ これからの時代の教員に求められる資質能力

○自律的に学ぶ姿勢をもち、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求められ

る資質能力を、生涯にわたって高めていくことのできる力

○情報を適切に収集し、選択し、活用する能力や知識を有機的に結び付け構造化する

力

○「チーム学校」の一員として組織的・協働的に諸課題の解決のために取り組む専門

的な力 等

(2) 「学び続ける教員像」の確立のために －研修の重要性－

教育基本法第２章第９条には「法律に定める学校の教員は、自己の崇高な使命を深く自

覚し、絶えず研究と修養に励み、その職責の遂行に努めなければならない。」とあり、使

命の自覚、不断の研修、職責遂行の努力義務が明らかにされている。社会が急速に進展し

ていく中で、これまで以上に課題意識や探究心をもって研修を深め、その成果を職務に反

映させようとする姿勢が重要になってくる。

研修に臨むに当たっては、児童生徒の実態や学校・地域の実情を踏まえた教育課題を的

確に捉え、それを組織の一員として主体的に解決しようとする姿勢が求められる。同僚や

研修・研究チーム等で共に学び合うことによって、チームで対応する力を高めたり地域や

社会の多様な組織等と連携する力を高めたりすることは、組織の一員として重要である。

＜参考文献＞

「今後の教員養成・免許制度の在り方について（答申）」（平成18年７月11日、中央教育審議会）

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）」

（平成27年12月21日、中央教育審議会）

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～「新たな教

師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～（答申）」

（令和４年12月19日、中央教育審議会）
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２ 学校組織の一員として

(1) 教育目標の具現化を目指す学校経営

① 学校経営計画の意義

学校は、目指す児童生徒像の実現を願いながら教育活動が行われている組織体である

とともに、社会に役立つためのミッション（使命・存在意義）を併せもつ組織体とも言

える。そのため、学校経営計画は学校全体の立場から教育目標を効果的に達成するため

に設定される総合的な計画であり、さらには、ミッション達成（社会への貢献等）のた

めのプロセスのベースとなるものでもある。学年・学級の指導や教科等の指導もその下

で行われている。したがって、自分の担任する学級や教科等の指導のみならず、自校の

目指す児童生徒像は何か、また、その具現化のためにどのような組織になっているか、

組織の一員として貢献できる「自分の強み」は何かなど、学校の経営計画を広い視野で

理解するとともに、組織の一員として積極的に参画する姿勢が必要である。

特に、次の点に留意する。

○学校教育目標、年度の重点、目指す児童生徒像・教師像及び研究主題はどのような内

容になっているか。

○組織の中で、自分の属する校務分掌の内容は何か、また、他の分掌との関連はどうか。

（学校によっては「分掌規程」等を作成しているところもあるので、それにも目を通

す。）

○組織の中で自分の強みを生かして、「チームとしての学校」に貢献できることは何か。

② 「チームとしての学校」の一員となるために

学校経営といえば、校長・教頭等の管理職が行うものと考えがちになるが、実際には

様々な機能（経営や管理等）により実行されている。例えば、学級経営、学年経営、教

科経営、予算管理、保健管理、給食管理等、あるいは、保護者や地域との連携等の対外

的管理や運営等である。これらはどれも学校経営に不可欠なものであり、そのために限

られた教育資源を開発・活用し、共有されたゴールに向かうことが今後ますます求めら

れる。この教育資源を開発・活用して、関係者のニーズに対応しつつ、目標を達成して

いく働き（プロセス）が学校マネジメントである。

「チームとしての学校」像

校長のリーダーシップの下、カリキュラム、日々の教育活動、学校の資源が一体的に

マネジメントされ、教職員や学校内の多様な人材が、それぞれの専門性を生かして能力

を発揮し、子供たちに必要な資質・能力を確実に身に付けさせることができる学校

「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について（答申）」（平成27年12月21日、中央教育審議会）

学校マネジメントがうまく機能するには、目標や組織も重要であるが、何よりもリー

ダーシップやフォロワーシップの発揮、試行錯誤や実践行動といったコミュニケーショ

ンを中心とした対人的なプロセスが重要となる。つまり、全員がよきリーダー、フォロ
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ワーとなることが求められ、ゴールの実現には一人一人の教職員の責任感と主体性が必

要となる。そのためには、不要な「波風を立てる」必要はないが、学校をよりよいもの

にしていくという意志、自分の考えを適切に伝える勇気と行動が必要となる。新任教員

といえども「自立した」教職員としての言動等が求められ、それらは自らの在り方を見

つめ、自己の資質能力を高める日々の努力に根ざすものである。

マネジメント研修カリキュラム等開発会議（平成17年，文部科学省）

学校は管理職が常に中心にいるとは限らず、教職員同士のそれぞれの立場や価値観に

基づいたコミュニケーションにより、学校としての目標の共有と組織活動の一体性が確

保されているとも言える。「自立した」教職員として、周りを巻き込み、周りからも自

分からも「逃げない勇気」が必要とされる。そして、「自分の強み」をどのように児童

生徒のために発揮するのかということが求められる。

学校組織あるいは児童生徒及び保護者や地域社会に「何によって憶えられたいか」（Ｐ.

Ｆ．ドラッカーの言葉）に表される、いわば「教職員としての覚悟」が、常に問われて

いるという自覚をもち、日々の研鑽に励む必要がある。

③ 学校教育目標の具現化に向けて

本県では、ほとんどの学校で重点目標（重点事項、経営の重点等）や校内共通研究主

題を設定している。これらの重点目標や研究主題を、学校教育目標の具現化に向けて組

織的・計画的に実践、研究していくことが新任教員といえども求められる。重点目標や

研究主題の実現を目指すことが学校経営上の中心的活動であるということを理解した上

で、積極的に校内研修等に臨むことが大切である。

○校内研修に臨む際に留意したいこと

・自校の学校要覧や研究紀要等によく目を通し、これまでの取組や研究の流れをつ

かむとともに、学校教育目標、研究主題の設定理由及びねらいを理解する。

・学校教育目標や研究主題に迫る手立てを学年部や教科部で具体化し、日常の授業

の中で研究実践していくよう努める。

・研究授業や各種研修等へは、あらかじめ視点を決めて参加する。また、授業を分

析するための研修の方法や記録の取り方の工夫、発想を生かした話合いの方法等

の研鑽を積む。
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(2) 仕事の基本

学校は教育活動を通じて社会に貢献することを期待されている。これを、ミッション（使

命・存在意義）とする。

ミッションの実現に向けて、何を目標とし、いかなる計画を立てて実施し、その結果が

どのようなものであったかを、明らかにすることが重要である（説明責任・結果責任）。

これら一連の仕事（ＰＤＣＡサイクル）を進めていくのは、校務分掌組織である。教職員

は校務分掌組織に複数所属し、それぞれ分担して効率よく仕事をし、その責任を果たす。

その際、個々の教職員の単なる寄せ集めではなく、チームとして校務分掌組織や学校組織

全体を機能させることが重要である。そのためには、教職員間での判断基準の共有や円滑

なコミュニケーションが求められる。

① ＰＤＣＡサイクル

管理職や主任（リーダー）からの指示

○仕事の目的や目標を明らかにする

○手順・行程、分担、方法などを考える

○具体的に準備作業をする

○教育活動の実践

○状況確認や中間報告をする

○結果を報告する

○ここまでを振り返る

○次の仕事の計画に向けて改善策を練る

Planが前年度のCheck・Actionを引き継いでスパイラルアップしていくよう、中・長期

的見通しで進めていくことが大切である。

Check

Action

Plan

Do
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② 円滑なコミュニケーション

ア 指示や命令の受け方

・呼ばれたら返事をして席を立つ。

・指示（話）は最後まで正確に聞く。

・指示内容をメモする。

・不明な点は納得するまで質問する（早合点しないように注意すること）。

・５Ｗ２Ｈの視点で指示内容を確認する（復唱する）。

・自分が抱える仕事に優先順位を付ける。また、実行できない場合は、事情を明確に

説明して伝える。

イ ホウ・レン・ソウの基本

チームとして仕事をするときの重要なコミュニケーションが、「報告・連絡・相談」

＝ホウ・レン・ソウである。

・指示を受けた場合は、必ず報告が伴う。

・報告するタイミングは、仕事が一区切りついたときや終了したとき。

※指示された内容や計画と異なる状況になった場合、問題発生時やミスをした場合

にも報告し、相談したり新たな指示を受けたりする。

・報告内容は、結論を先に説明は後に（簡潔かつ明解に）。

※事実と自分の意見（推測）は明確に分ける。

・悪い内容ほど早く報告する。

・他の分掌組織や関係職員への連絡を忘れてはならない。

・自分一人で仕事を抱え込まず、同僚のやり方を参考にしたり相談したりする。

ウ 注意の受け方

注意や忠告されることは気持ちがよいものではない。しかし、決して非を責め立て

ているのではないのだから、よい仕事ができるようになるチャンスと捉えて、素直に

受け入れることが自分を成長させることにつながる。

・素直な態度で聞く度量をもつ。謝るべきときは誠意をもって謝る。

・言い訳や責任転嫁はしない。

・注意した「人」ではなく、注意された「内容」について考える。二度と同じ失敗を

しないように、仕事の段取りや方法を検討する。

誰が（Who） いつ（When） どこで（Where） 何を（What）

なぜ（Why） どうする（How） どのくらい（How much）
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(3) 目標の管理

組織の一員として仕事を進めていくためには、組織全体の中で、どのように自分の仕事

を行うのかということを考えることが求められる。そこで、全体における自分の役割を理

解した上で仕事を進めていくために、どのようなことに、なぜ取り組むのかということを

下の①～⑤のような観点を基に考え、目標を設定することが大切である。目標を設定した

ら、どのように実現するのかを下の❶～❸のような観点を基に考え、具体的な計画や段取

りを考えることが必要である。

① 学校の重点事項（学校はどこに力点をおいているのか）

② 自分の所属する各分掌、学年、教科の重点事項

③ 子どもたちの状態、保護者の期待、教育環境

④ 私の使命（子どもたちや保護者に対して、教員としてどのような貢献ができるか）

⑤ 私の力量・教育資源の現状（自分の強み、学校内外のサポーター）

私の目標

❶ 達成された姿（目標が達成された姿や状態…可能な限り数値化や定量化等で設定）

❷ 達成のための手立て（どのような取組や活動をする必要があるか）

❸ スケジュール（いつ実施するか）
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【 参 考 】

主な勤務の態様

(1) 教師の一日の活動（例）

① 出勤

・始業時刻に余裕をもって出勤するよう心掛ける。

・教師としてふさわしい服装を心掛ける。

・出勤したらすぐに、出勤に関する手続きをする。

・児童生徒及び同僚と明るく気持ちのよい、元気な挨拶を交わす。

② 始業前

・一日の計画を確認し、諸準備をする。

・教室内の点検、校内の担当場所の安全を確認する。

・教室において児童生徒の朝の活動状況を観察し、必要に応じて指導する。

③ 職員打合せ

・必要に応じてメモを取り、その日の行事や連絡事項等を正確に把握する。

④ 朝の会（ショートホームルーム）

・出欠の確認をする。

・心身の健康状態をよく観察し、必要な指導を行う。

・連絡事項を正確に伝達し、必要に応じて指導する。

・集金がある場合は、その管理を徹底する。

⑤ 授業

・授業の開始や終了の時刻を守る。

・常に児童生徒の実態把握に努め、学習目標に到達できるよう指導の工夫改善を図る。

⑥ 給食指導

・教師と児童生徒や児童生徒同士の人間関係が深められるように配慮する。

・食に関する指導の機会と捉え、児童生徒の実態や課題を踏まえて継続的な指導を行

う。

・児童生徒の食物アレルギーについては、正確な情報の把握や共有に努め、適切に対

応する。

⑦ 帰りの会（ショートホームルーム）

・その日の反省、翌日の予定、下校時の注意、家庭への連絡などについて話す。

・単なる反省で終わることなく、翌日への期待を高めたり見通しをもたせたりする。

⑧ 清掃指導

・児童生徒と一緒に清掃し、指導する。

・効果的な清掃の仕方を考えるよう指導する。

・用具を点検し、必要に応じて修理、交換をする。

⑨ 放課後の活動

・係活動、児童生徒会活動、部活動などを指導する。

・掲示物の状況や忘れ物の有無、戸締まりや火気の点検など、教室環境を確認する。

・日誌やノートの点検など、その日のうちに処理すべき学級事務を行う。
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・教科書のみならず、その他の資料や教具の活用の検討など、教材研究を行う。

・場合によっては、教育相談や校務分掌に伴う事務、会議への出席などがある。

⑩ 退勤

・職務を遺漏なく処理したことを確認し、机上等の整理整頓をして帰る。

・帰宅途中で指導が必要と考えられる行為を発見した場合は、その場で指導し、更に

必要に応じて関係者への連絡をしたり、事後指導を行ったりする。

(2) 出張

・出張を命ぜられた場合は教頭や教務主任と連絡を密にし、授業時数の確保等を十分

考慮しながら出張中の学習計画を立て、必要に応じて授業交換等を依頼する。

・出張にふさわしい服装を心掛ける。

・帰校後、速やかに復命をする（「復命管理簿」への記入や「復命書」等の提出）。

(3) 外出

・勤務時間中、公務（家庭訪問等）で外出する場合は、校長に申し出て、帰校後その

経過を報告する。

・授業で児童生徒を引率して校外に出るときは、校長の許可を得る。

・休日に児童生徒を引率する場合は、校長の許可を得る。

(4) 年次休暇・特別休暇

・年次休暇や特別休暇を取得しようとする際は、あらかじめ校長に申し出て承認を受

けなければならない（「年次・特別休暇請求書」）。なお、病気等で急に休暇を取ら

なければならない場合は、教頭に一報を入れ、後日校長に申し出る。

(5) 長期休業

・長期休業中も正規の勤務時間である。

・研修を深める機会とする。

(6) 旅行

・私事旅行については、緊急連絡等への対応も考えられることから、その連絡先を明

確にする。なお、外国に私事旅行をする際は、あらかじめ校長に申し出て承認を受

けなければならない（「海外旅行申請書」）。
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接遇・マナー

(1) 来校者への対応

来校者に対して爽やかな応対ができるように、日頃から心掛ける。

① ステップ１…受け入れ

・作業を止めて、笑顔で素早く応対する。

「おはようございます（こんにちは等）。どのような御用件でしょうか。」

② ステップ２…用件の確認

・相手が誰であるのか正確に確認する（氏名、所属、職名など）。

・来校の目的や用件を丁寧に聞き取る。

③ ステップ３…対応の判断

・聞き取った内容から次の行動を慎重かつ的確に判断する。

・判断に困る場合は、しかるべき担当者に引き継ぐことも大切な判断である。

「担当の者を連れてまいりますので、少々お待ちください。」

④ ステップ４…用件の処理

・公平な態度で丁寧に、かつ手際よく対応する。

・来校者の目的が達成されるよう、担当者に確実に引き継ぐ。

・あやふやな応対やたらい回しは厳禁で、時間がかかるときは明確に説明する。

⑤ ステップ５…納得を得る

・目的を果たし気持ちよく帰っていただくことが最も重要である。

・目的を果たすことができなかった場合には、理由や今後の見通しを丁寧に説明し、

十分納得してもらうことが、学校への信頼につながる。

(2) 電話による対応

電話は、相手の様子や都合が分からない中で意思疎通を図らなければならないため、

慎重に取り扱う必要がある。

① かけ方

ア ステップ１…事前準備

・必要な資料を手元に置く（電話をしておいて資料を探すことは失礼である）。

イ ステップ２…名乗り、名指し人の依頼

・「私は、○○小学校の△△と申します。」

・「いつも大変お世話になっております。」

（自分が直接お世話になっていなくても、学校として協力していただいている。）

・「恐れ入りますが、□□様はいらっしゃいますでしょうか。」

※名指し人が不在の場合

・かけ直す旨を伝える。

・伝言を依頼する。（かけ直しが基本。伝言は緊急時等のみ。）

「恐れ入りますが、後ほど○○小学校の△△まで、お電話いただくようにお

伝え願えませんか。電話番号は、・・・です。よろしくお願いします。」
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ウ ステップ３…終わりの挨拶

・「それでは、よろしくお願いします。失礼いたします。」

・受話器は静かに置く。

・電話は、かけた方が先に切るのが原則ではあるが、内容が依頼のことだったり相

手が目上の方だったりした場合は、相手が切るのを確かめてから切る。

② 受け方

ア ステップ１…素早い対応

・電話が鳴ったら受話器をすぐに取る。

・３回以上鳴ってから取る場合は、「お待たせしました」と言う。

イ ステップ２…名乗り、相手の確認

・「はい、○○小学校の△△です。」（「もしもし」とは言わない。）

・相手が名乗らなかった場合は、「失礼ですが、どちら様でしょうか」と確かめる。

※取り次ぐ場合

・「担当の●●と代わりますので、お待ちください。」

・取り次ぐ際は、自分が聞いた内容を要領よくまとめて引き継ぐ。

・内容が要領を得なかったり判断できなかったりした場合は、相手の話を遮る

ことなく区切りがよいところで、しかるべき担当者に代わる。

「その件でしたら、担当の教頭（主任）と代わりますので、しばらくお待ち

いただけますでしょうか。」

※取次を受ける場合

・「お待たせしました。担当の●●です。」

・最初に電話を取った職員から、内容を引き継いだ場合は「＊＊の件ですね」

と切り出して相手が同じことを繰り返さなくてもよいように応対する。

※名指し人が電話中又は不在の場合

・お詫びとともに電話に出られない理由を簡単に説明する。

「申し訳ございません。●●は、ただ今別の電話に出ております。」

「●●は、ただ今授業中で、９時40分過ぎには戻ってまいります。」

「●●は、あいにく本日不在にしておりますが、明日は出勤する予定です。」

・説明の後に相手の意向を聞く。

「折り返しこちらからお電話させましょうか。」

「よろしければ伝言を承りましょうか。」

・自分の名前を名乗って責任の所在を明らかにしておく。

・相手の連絡先や用件を確実にメモする。そのメモを、本人の机上に置くとと

もに本人が戻ったときに電話があったことなどを伝えて確認する。

ウ ステップ３…用件の確認

・話の内容を注意深く聞き取り、メモを取る。

・内容を復唱して間違いないようにする（日時、場所、名前、数量など）。

エ ステップ４…終わりの挨拶
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・「今後ともよろしくお願いします。失礼いたします。」

・受話器は静かに置く。

③ 電話メモの取り方

次のア～カの内容をメモすることを心掛ける。効率的で漏れのないメモを残すよう

にする。

ア 電話をかけてきた人の名指し人（メモの宛名）

イ 電話がかかってきた日時

ウ 電話をかけてきた人（氏名の他に所属や職名なども）

エ 用件

オ どのような対応を求めているのか

・「電話をください。」（電話番号を確認しておく）

・「また電話します。」

・「電話があったことを伝えておいてください。」 等

カ 電話を受けた人（自分の氏名）

(3) メールの書き方

① 件名

・相手に何についてのメールかが伝わるように具体的に書く。

② 宛名

・相手の学校（所属）名、職名、名前を書く。名前には敬称「様」を付ける。

③ 挨拶・名乗り

・「お世話になっております。」 等

④ 用件

・簡潔で分かりやすく、丁寧な文章を心掛ける。

⑤ 結びの挨拶

・「今後ともよろしくお願いいたします。」 等

⑥ 署名

・学校（所属）名、職名、名前、住所、電話番号、ファックス番号、メールアドレス

※送信する前に、送信先の間違いや相手の誤解を招く表現等がないか見直す。

＜参考文献＞

「採用10年目までに学んでおきたい『学校マネジメント研修』テキスト」

(株)学習調査エデュフロント 浅野 良一 他(2013)

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）」

（平成27年12月21日、中央教育審議会）

「学校組織マネジメント研修（モデル・カリキュラム）」（平成17年２月、文部科学省）
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３ 教育課程とは

(1) 教育課程とその基準

教育課程は、学校教育の目的や目標を達成するために、教育の内容を児童生徒の心身の

発達に応じ、授業時数との関連において総合的に組織した各学校の教育計画であると言う

ことができる。

学校教育が組織的、継続的に実施されるためには、学校教育の目的や目標を設定し、そ

の達成を図るための教育課程が編成されなければならない。

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校は、公の性質を有するもので

あるから、全国的に一定の教育水準を確保し、全国どこにおいても同水準の教育を受ける

ことができる機会を国民に保障することが要請される。このため、各校種の教育の目的や

目標を達成するために各学校において編成、実施される教育課程については、国として一

定の基準を設けて、ある限度において国全体として統一性を保つことが必要となる。

(2) 教育課程の編成

① 教育課程の編成の主体

学習指導要領第１章総則において、教育課程の編成の主体については「各学校におい

ては、…適切な教育課程を編成するものとし」と示している。また、学校の教育活動を

進めるに当たっては、各学校において「創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開す

る」ことが示されており、教育課程編成における学校の主体性を発揮する必要性が強調

されている。

② 教育課程の編成の原則

教育課程を編成するに当たっては次の点を確認し、理解しておく必要がある。

・教育基本法及び学校教育法その他の法令並びに学習指導要領に示すところに従うこ

と

・児童生徒の人間として調和のとれた育成を目指すこと

・児童生徒の心身の発達の段階や（障害の状態）特性等を十分に考慮すること

※（ ）は特別支援学校

・学校や地域の実態を十分考慮すること

・課程や学科の特色を十分考慮すること（高等学校）

＜参考文献＞

「小学校学習指導要領」、「小学校学習指導要領解説 総則編」（平成29年７月、文部科学省）

「中学校学習指導要領」、「中学校学習指導要領解説 総則編」（平成29年７月、文部科学省）

「高等学校学習指導要領」、「高等学校学習指導要領解説 総則編」

（平成30年７月、文部科学省）

「特別支援学校 幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領」

（平成29年４月、文部科学省）

「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・中学部）」

（平成30年３月、文部科学省）
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４ 生き生きとした学級経営

(1) 学級経営の意義

児童生徒は、一日の多くの時間を学校で生活しており、その中でより楽しく豊かな生活

を送りたいという思いをもちながらも、様々な問題や悩みに直面する。それだけに、学級

経営においては、主に集団の場面で必要な指導や援助を行うこと（ガイダンス）と、個々

の児童生徒の多様な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題に個別に対応した指導を行うこ

と（カウンセリング）が求められる。日頃からこれらの実践を通して教師と児童生徒相互

のよりよい人間関係を構築することにより、集団として学級の諸問題を適切に解決できる

ようになる。したがって、学級担任は、児童生徒と強い信頼関係を基盤にした学級経営の

充実に努めるとともに、児童生徒同士及び学級担任と児童生徒との人間関係に配慮する必

要がある。いじめや不登校、学級崩壊などの未然防止のためにも、学級経営の充実がより

一層強く求められている。

(2) 学級づくり

学級の雰囲気は、所属する児童生徒に大きな影響を与える。これは、学級担任の学級に

対する考え方、児童生徒の理解の仕方等によって大きく左右される。学級担任は、このこ

とを強く認識した上で、自己の持ち味を生かしながら児童生徒を主体とした学級づくりに

努めていくことが大切である。

① 学級経営案

学級経営案は、学校の教育目標の実現を目指し、児童生徒の学校生活を充実させ、指

導の効果を上げるために学級担任が行う全ての教育活動、教育的配慮、条件整備などの

具体的な計画案である。一般的には、次にあげるア～エの視点で、具体的に記述し学級

経営の改善や継続、発展に役立てていくものである。

ア 学校の教育目標を実現するためにどのような教育活動を編成し展開していくか。

イ 集団づくりや学級づくりをどう進めていくか。

ウ 教室環境の設計や整備をどのようにしていくか。

エ 保護者との連携をどのように図っていくか。

② 学級目標

学級目標は、学級経営の指針であり、目指す児童生徒像を示すことである。また、学

級担任と児童生徒が、１年間にわたって実現に向けて努力するめあてでもある。設定に

当たっては、学校の教育目標や学年の目標を受け、児童生徒の発達の段階や実態を考慮

し、抽象的な「学級訓」にならないように留意する必要がある。
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(3) 学級生活の充実

① 学級活動（ホームルーム活動）

学級活動（ホームルーム活動）は学級を単位として、学級や学校生活の充実と向上を

図り、諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度や、健全な生活態度の育成に資

する活動を行う特別活動の内容の一つであり、学級経営の中心的な役割を果たす。

② 朝の会・帰りの会（ショートホームルーム）

朝の会・帰りの会は、主に児童生徒の司会で進める短時間の活動である。これらの会

が自主的に運営され、民主的なルールが確立されると、学級の雰囲気は明るく生き生き

としてくる。短い時間であるが、ねらいをもって工夫をすることで、大きな教育的効果

が期待できる。単なる連絡事項を確認する時間にならないよう留意する必要がある。

③ 当番活動

当番活動は、日々の学級や学校生活を円滑に進めていくために学級の児童生徒全員で

分担したり、ローテーションを組んだりして行う活動である。代表的な活動として給食

当番や掃除当番、日直などがある。当番活動は、望ましい勤労観・職業観を育て、公共の

精神を養い、社会性の育成を図ることにつながる。

④ 係活動

係活動は、学級の児童生徒が学級内の仕事を分担処理するために、自分たちで話し合

って係の組織をつくり、全員でいくつかの係に分かれて自主的に行う活動であり、児童

生徒の力で学級生活を豊かにすることをねらいとしている。発達の段階に応じて、活動

の内容を工夫することにより、学級文化の創造と活性化につながる。

⑤ 学級における集会活動

集会活動は、学級生活を一層楽しく充実・向上させるために、学級の全児童生徒が集

まって行う活動である。めあてをもつ、主体的に考える、話し合う、工夫する、計画を

まとめる、役割を分担する、助け合って準備する、実施して楽しむなど、全ての過程が

児童生徒の学習の場である。

⑥ 休み時間

休み時間は、日課表・時間割に示された学習時間の間に設けられた時間である。授業

準備の時間でもあるが、この時間は教師と児童生徒との交流、及び児童生徒相互の交流

を広げるための場であり、楽しい語らいの時間、遊びの時間でもある。また、授業中と

は違った一面を知ることは、児童生徒理解につながる。全員が気持ちよく過ごせる雰囲

気であるかという視点で児童生徒を見守り、必要に応じて指導することが大切である。

⑦ 教室環境

児童生徒にとって教室は、学級の仲間と一緒に学習する場所であるとともに、学校に

おいて最も安心して過ごせる心身のよりどころとなる場所である。教室がどのように整

備されているかによって、そこで学習し生活する児童生徒の情緒が左右されるため、清

潔で潤いのある空間としての教室環境を整える工夫が必要である。
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(4) 信頼関係づくり

① カウンセリングマインド

学級担任が児童生徒の心に寄り添い、温かい信頼関係を築いていくためには、カウン

セリングマインドが不可欠である。児童生徒は学級担任の言動に注意を払い、信頼でき

るか否かを敏感に感じ取る。そして、保護者はその児童生徒を通して学級担任を理解す

ることになる。学級担任には、児童生徒の立場になって誠実に耳を傾け、柔軟に理解し

ようとする姿勢が求められる。

② 学級（学年）通信

学級（学年）通信は、児童生徒・保護者・学級（学年）の三者をつなぐツールとなり、

連携や協力を生み出す役割を果たす。児童生徒のよさや成長の様子を学級（学年）通信

で紹介することは、学級担任が児童生徒や保護者に温かいメッセージを送る場となり、

強い信頼関係を築くとともに、学級集団の育成に大きく寄与することにつながる。

③ 学級懇談

学級懇談とは、学級ごとに学級担任と保護者が一緒になって活動するＰＴＡ活動の一

環である。学級担任と保護者が、相互に理解を深めて学び合える場となるようにしてい

くことが大切である。

(5) 学級事務

学級事務の内容は、指導事務と一般事務に二分することができる（◎は法定帳簿）。

① 指導事務 ◎指導要録 ◎出席簿

・指導計画 ・学級経営案 ・通知表 ・成績処理

・時間割 ・週案 ・補助簿 ・通信 など

② 一般事務 ・教科書の受領や供与 ・必要な証明書の発行 ・臨時集金

・１人１台端末の管理 など

学級事務を行う時期は、年度当初、年度末、定期的、随時行うものなど多様であるが、

適時に、迅速に、的確に行うことが大切である。また、緊急性や軽重を考えて順序を決め、

処理するよう努めることが重要である。
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(6) 学級経営の評価

学級経営の評価は、学級経営を見直し、その特質を明らかにするとともに、具体的な改

善の方向を知るために行うものである。したがって、学級集団や生活の目標に対する到達

度を客観的に捉え、総合的に評価することが大切である。評価の観点は大きく分けると、

「児童生徒の発達を評価する面」と「教師の教育活動を評価する面」の二つになる。

学級経営における評価の観点

児童生徒の発達の評価

① 教師による評価

教師の記録（個人カードや補助簿など

の行動観察記録、家庭訪問や学級懇談の

記録等）、児童生徒の記録（学級日誌、

グループノート、学級活動・道徳等）、

各種テスト（Ｑ－Ｕ調査・アセス等）な

どによる評価

② 児童生徒の自己評価

学級目標や個人目標、学級への思いな

どの観点に沿ったチェックリストや自由

記述などによる評価

③ 児童生徒の相互評価

「友達のよさ発見カード」などを基に

した評価

教師の教育活動の評価

① 担任の自己評価

学級経営案の項目に沿ったチェックリ

ストや自由記述などによる評価

② 他教師の評価

教科担任や管理職など他教師からの評

価（助言や話合い等）

③ 児童生徒の教師に対する評価

教師の指導態度や指導技術などの項目

に沿って、具体的な評価の観点を教師が

作成し、児童生徒が行う評価

④ 保護者の教師に対する評価

面談や学校評価等から、保護者が行う

評価
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児童生徒による学級目標と個人目標の自己評価の例

○学級目標「明るく、仲よく、元気よく、ねばり強くがんばる４の２！」

明るく
１ 先生や友だちと明るくあいさつができましたか。

２ 学習時間に、自分の考えを積極的に発表することができましたか。

仲よく
３ 友だちと仲よくできましたか。

４ 協力して、係活動や当番活動に取り組むことができましたか。

元気よく
５ 休み時間に、友だちと元気に遊ぶことができましたか。

６ めあてをもって体力づくりに挑戦することができましたか。

７
勉強で分からなかったところを先生や友だちに聞くなどして、分

ねばり強く かるまでがんばることができましたか。

８ 家庭学習を毎日がんばることができましたか。

個人目標

◎よくできた ○だいたいできた △あまりできなかった

※ 学級目標に沿った評価の観点は、学期ごとの変更も考えられます。

学級担任による学級経営の自己評価の例

児童生徒との信頼関係を深めるよう取り組んでいますか。

一人一人のよさや可能性を把握し、児童生徒が存在感を感じることが

できる学級づくりに取り組んでいますか。

学級経営の 不登校やいじめ等への対応の方針を明確にしていますか。

基本姿勢 グループや学級では望ましい話合い活動が進められるよう平等な人間

関係を構築していますか。

係活動等の役割分担は、一人一人のよさが生かされるようにして決め

られていますか。

児童生徒の心の動きを的確に把握しようとしていますか。

内面の把握 容姿の変化等を捉えて適切に指導していますか。

カウンセリングマインドで接していますか。

児童生徒と
児童生徒への言葉掛け、共感的な触れ合いを心掛けていますか。

の接し方
児童生徒との面談の場を計画的に設定していますか。

友人関係を把握していますか。

児童生徒をよく観察し、虐待の早期発見に努めていますか。

他教師との 児童生徒への指導が組織的な対応となるよう連携していますか。

連携 養護教諭や学年主任、教科担任と連携していますか。

家庭との
遅刻や欠席の理由を正確に把握していますか。

連携
家庭から協力を得られるよう工夫していますか。

提出物の期限を明示し、期限を守らせていますか。

学校における生徒指導のための共通実践事項（秋田県教育委員会）
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５ 楽しく、分かる・できる授業づくり

(1) 授業の基礎・基本

児童生徒にとって、学校生活の大部分は授業時間である。よって教師には、児童

生徒に求められる資質・能力の育成を目指した「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて、各教科等の「見方・考え方」を自在に働かせたり、学ぶことの楽しさ

や成就感を味わわせ、自ら学び続ける意欲につなげたりすることができるよう、授

業の工夫改善を重ねることが求められる。

そのためには、問題解決的な学習や実践的・体験的な活動を適切に設定し、問題

意識を高めたり、児童生徒が問題（課題）を解決するための方法を思考・判断し、

考察したことを表現したりできるようにすることが大切である。

○「あきたのそこぢから」・「Akitaractive Eye」・「資質・能力の活用・発揮」

秋田県総合教育センターでは、授業改善に取り組む手立てとして活用できるよう、次

の資料を作成し、秋田県総合教育センターのウェブサイト 教科・研究班のページで公開

している。

「あきたのそこぢから」 ：これまで築いてきた授業の基礎・基本をまとめたもの。

「Akitaractive Eye」 ：主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり

のポイントをまとめたもの。

「資質･能力の活用･発揮」 ：子どもが資質・能力を活用・発揮できる授業づくりに

役立つアイディアをまとめたもの。

資質･能力の活用･発揮

Akitaractive Eye

あきたのそこぢから
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授業は，「笑顔で始まり，笑顔で終わる」ことが一番です。

ビデオを撮り，自分の授業をチェックしてみましょう。表情

だけでなく，くせ，言葉遣い，板書，立ち位置など，たくさん

の発見ができます。同僚からの指摘も大きな研修になります。

教師の豊かな表情は，子どもの思考を柔軟にします

「今日の先生，機嫌悪そう…」

「先生，オレのこと嫌いなのかな…」

「まちがえたり，ピント外れなこと

言ったりしたらにらまれるぞ…」

「先生の顔を見ていると

やる気になる！」

「授業が楽しいよね！」

「今日の先生，何か自信に

満ちているよ！」

「楽しくて，中身の濃い

時間になりそうだね！」

肯定的評価を大切に！

「よくがんばったね」

「こんなことにもチャレンジ

できるね」

子どもの考えに感動すること！

「さすが！」 「これはすごいね」

「こういう考え方もできるんだね」

※子どもの思考に寄り添うのは

授業の基本です。

鍛える厳しさも！

「そこをがんばれ。君ならできるはずだ」

「今日は，このことをやり遂げよう」

「一緒にがんばろう，私もやってみるよ」

自分のことは，自分が一番分からない！

あなたはどのような表情で授業をしていますか？

子どもは，教師の表情をよく見ています！

表情も

指導力

「あきたのそこぢから」
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教師だって人の子，できないことや不得意なこともあります。

しかし，それらを克服するためにがんばる姿を見た子どもたち

は，きっとこう思うでしょう。「さすが先生！」と。

そして，「さすが先生！」と言わせる場面を披露し合い，磨き

合うことで，「さすがおらほの学校の先生！」になるのです。

＜何気なくみせる秘術（例）＞

◇先生は，漢検一級レベルの漢字をすらすら書いてしまう。

◇先生は，98×35の答えを（分配法則で）3430と即答してしまう。

◇先生は，窓から空を眺めて，明日の天気を言い当ててしまう。

◇先生は，手に持っただけで，長さや重さを言い当ててしまう。

◇先生は，一口食べただけで，料理の材料が分かってしまう。

◇先生は，曲の出だしを少し聴いただけで，曲名が分かってしまう。

◇先生は，アメリカの人だけでなく，韓国の人とも会話ができる。

◇先生は，百人一首を全て諳んじることができる。
そら

◇先生は，地名だけですぐにどこの県かを教えてくれる。

◇先生は，コマやけん玉など，昔の遊びを教えてくれる。

◇先生は，息継ぎもしないで，50ｍを泳ぎ切ってしまう。

「さすが！」

「すご～い！」

＜蘊蓄①＞
エジプトのクフ王のピラミッドの四つ
の壁面は，東西南北を向いている
んだよ。どうやって正確な
方位を知ることができたの
か考えたことがあるかな？…

＜説話＞

世界で№１になった人たちには，興味
深い共通点があるんだよ。それは目標
をもつという，ごく普通のことなんだ
が，興味深いのは，その目標には達成
までの期限がついているということな
んだ。例えば「○○までに△△をする」
という具合だ。みんなも…

がんばる姿は，必ず子どもの心に届く！

＜蘊蓄②＞
耳が悪くなったベートーベンは，
人の話が聞こえなくなって
しまったんだ。でもピアノ
の音だけは聞くことができ
たらしい。ピアノが改良さ
れる度に，新品を購入していたんだ。

＜蘊蓄③＞
最近「こ食」が問題になっているけど，

．

考えたことがあるかな？
「個食」，「孤食」，「固食」…
この意味を考えると
今の食の問題が見えて
くるんです。

教 師 が 輝 く 瞬 間 も 必 要 で す

「さすが先生！」と言わせる秘術，蘊蓄（うんちく），説話

さすが

先生！

「あきたのそこぢから」
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「あきたのそこぢから」

【導入時】 ◇学習経験（興味・関心，体験など）を調べるための発問
◇復習のための発問

◇興味・関心，問題意識を高めるための発問

【展開時】 ◇課題をつかませるための発問

◇ヒントや手がかりを与える発問

◇矛盾，対立，葛藤を生むための発問

◇発想の転換を図る発問

◇イメージを広げる発問

◇多様な考えを引き出す発問

【整理時】 ◇問題整理のための発問

◇抽象化，一般化のための発問

◇定着，練習のための発問

◇評価のための発問

◇明快な「問い」であること

「意味が明確か」「問いの方向性は確かか」

◇計画的・意図的であること

「発問が学習の流れに沿って計画されているか」

◇興味・意欲を呼び起こすものであること

「考えようとする意欲を呼び起こすものであるか」

◇児童生徒の実態に合っていること

「一人一人への配慮がある発問か」

◇タイムリーであること

「機をとらえた発問か」 工夫された発問でも，機を逸すると効果は半減

発問に関する留意事項

・発問の質や程度

・発問者の態度，タイミング

・子どもの応答の扱い

・発問をつなぐこと

教師は話しすぎる傾向があり，発問した後，反応がないと心配

になり，さらに問いかけてしまうこともあります。

しかし，子どもは教師が話している間は考えないものです。

そこで「間」を生かすことが大切になります。

◇「間」が子どもの緊張感と，考えることの必要感を高めます。

◇考えさせるには，そのための時間を保障することが大切です。

1分の沈黙は，2分の問いかけより子どもの思考を促す

確 か な 発 問 が 授 業 を 変 え る

発問とは 「学習指導の中に，意図的に設けられる児童生徒への問いかけ」

「発問」のレベルアップのために…

□教材研究に裏打ちされたものであるか。

□授業後の研修等で取り上げているか。

特に「ねらい」に迫る発問であったか。

□個々の子どもに対応した準備があるか。

発問の

ねらい

よい発問

の条件

間の

重要性
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「あきたのそこぢから」

～話す内容以上に子どもたちに語りかけるもの～

１ 子どもたちに話を聞く準備をさせる

子どもたちの目・手・姿勢
２ 聞き取りやすい声の大きさ

普通の話し声よりは大きく

３ 話すスピード・抑揚

普通よりややゆっくり，抑揚をつけて

４ 表情・ジェスチャー

生き生きとした表情，場合によっては身振り・手振りも

５ 板書や資料を示しながら話す

言葉だけでなく，資料や写真などと関連させて

特に，子どもたちに注目させたい場面では

声の大きさやスピードを変える

１ 小さな声でゆっくり話すと，子どもは一生懸命聞こうとする

こちらの思い入れが大きいところでは，声も大きく，早口になりがち

２ 声を出さずに問う

ジェスチャーや無言での動作は，子どもの集中力を高める

３ 子どもに大きな声で発表させたいときは，子どもから離れるのも効果的

黒板の前にばかりいるのではなく，

発言する子どもに対して，

教室の反対側に位置する

ようにする

「発問の善し悪しは，子どもの顔ですぐ分かるよ。発問したあとの

子どもの表情をよく見てごらん。」

「あの場面では，子どもに『なぜ』と問いかけたほうがよかったと

思うよ。自分で課題を発見させるよいチャンスだったんだ。」

このような，豊富な実践や経験に基づいた的確なアドバイスが，

「あきたのそこぢから」を培ってきたのです。共有し，次代に伝え

ていくためにも，学び合う教師集団であることが大切です。

黒 板発言する

子ども

教師の

立ち位置

授業中の教師の立ち位置を

工夫することは，指導力アップ

のポイントです。

発問をより効果的にする話し方のテクニック

共有と伝承を！ 先輩や同僚からのアドバイス

そこぢからの

共有と伝承を
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「あきたのそこぢから」

【子どもの立場では】

◇学習の理解が深まり，定着に役立つ。

◇考えが広まったり，深まったりする。

◇自分の考えが整理され，説明にも役立つ。

◇復習時の参考書や資料として活用できる。（学びの連続性）

◇自己評価ができる。

【教師の立場では】

◇子どもの学習状況を把握し，効果的に学習を進めることができる。

◇子どもとの良好な人間関係の構築に役立てることができる。

◇予習や復習等と関連させて，子どもの学習習慣の改善ができる。

「書くのが遅い子どもを待っていると，早く書き終わった子どもが遊んでしまうし，か

といって遅い子どもをおいていけないし…。」子どもによって書くスピードは異なる。

その差が大きくならないように，普段の指導が大切である。

◇書くのが遅い子どもへの支援（例）

・書き始めが遅れていることがあるので，注意を喚起する

・書くことが極端に遅い子どもには，ノートに赤鉛筆で薄く書いて

あげたり，作業量を調節したりする（できたらほめること！）

◇早く書き終えた子どもへの対応（例）

・別の解決方法を考えさせる ・発表準備をさせる ・板書させる 等

ノート指導は，子どもをよく見ることです！

子どもの発達の

段階に適した

ノートを準備！

マス目(大小)，

罫線のみ等

必ず記入する

事項を明確に！

□学習日時

□学習課題

□考え（自他）

□まとめ 等

ノートガイダンス

の実施！

書く内容や書き方

のルール等を確認

学習日時

学習課題（めあて）

自分の考え，友人の考え

感想，自己評価

学習のまとめ

確認問題

宿題，家庭学習

□めあて等は，

赤ペンで囲む

□間違い直しは，

消しゴムで消さ

ずに，近くに訂

正を記入させる

小学校高学年以降は，自分の工夫を書き込んで，自分なりの参考書になるようなノート指導を！

小・中・高の連携で，継続したノート指導の実現に結び付ける！

留 意 事 項

大仙市広報 vol.112

ノートの

意義
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◇より主体的な態度を身に付けることができる。

◇自分の考えをより確かなものにすることができる。

◇相互に刺激し合い，思考を活発にすることができる。

◇新しいものの見方や考え方をつくり出すことができる。

◇集団として創造的な活動をすることができる。

話合い，学び合いにおける留意事項

◇指導の目標や内容に合った形式，形態を採用すること。

◇指導者としての具体的な支援の方法を考えておくこと。

◇事前に必要な指導を徹底しておくこと。

【留意点】

◇助言が頻繁で，話合いを分断することにならないようにする。

◇話合いに過度に完全さを求めない。

◇大勢の児童生徒から意見が出るような指導・助言を心掛ける。

◇「話し合ったこと」が意味のあることと実感できるような指導

・助言を心掛ける。

◇「話合い」を通して，「話合い」の方法や意義を教え育てると

いう心構えをもつ。

話合い，学び合いにおける助言の仕方

相互に啓発する授業を（話合い，学び合い）

発言が一部の子どもに偏り，

一人一人に深まりがみられない。

話合いを踏まえ，一人一人が

考えをまとめる時間を設ける。

意図的な指名を行う。

焦点がぼける。

深化・発展の糸口がみえない。

本題が何であるかをおさえる。

それまでの議論を整理する。

発想や場面を変えた助言をする。

司会者が十分に機能していない。
話合いの進め方，意見の処理の

仕方など，その場で指導する。

意見をうまく表現できなかった

り，わざと意見を言わない子ど

もがいる。

機会をとらえて，子どもの考えを

聞いてあげるようにする。

話合いの大切さや意見を発表する

ことの意義について指導する。

展開を予想し，場面に即応した指導を行うために，教員同士も学年や教科の壁を

越えて，相互に啓発し合いましょう。

学び合い

の意義

「あきたのそこぢから」
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「あきたのそこぢから」

【音声言語の補助手段】

◇正確かつ明瞭に伝達することが可能

◇留意点を活動中も意識させ続けることが可能

【集団思考のノート･･･形成機能】

◇ねらいの共有化，課題の明確化

◇比較や概念の関連付けなど思考のヒント

◇子どもの思考に沿った加除訂正

【理解・定着機能】

◇概念や知識の整理や構造化

◇学びの流れ，概念や知識の習得過程を振り返る手立て

◇画面上からコンピュータを直接操作 繰り返し学び直す仕掛けづくり

◇写真や映像などへの画面からの書き込み

◇提示画面とともに書き込み内容も保存 授業中に表出した子どもの考えや

実物投影機とのセットで利便性が大きくＵＰします! 方法などの板書内容を，教室やホー

例）黒板や子どものノートを取り ル等に掲示して，以後の学習に活用

込んで保存し，次の時間の導 する取組が実践されています。

入へ活用するなど，学習の連 板書はその時間で消えてしまいま

続性が図れます。 すが，この方法により単元を通して

例）教科書や資料など の活用も可能になりますね。

を取り込み，ピン

ポイントで拡大提

示ができます。

よい板書を目指して

形を変えて円の面積を求めようめあて まとめ

見通し

考え

Ａ
さん

Ｂ
さん

Ｃ
さん

振り返り

長方形に変えて求める

たて 半径

横 円周の半分

板書の意義

この「残る」そして

「見える」ことを

最大限に生かすのです

【板書の基本】

□楷書で，正確に丁寧に！

□学年や実態に合った漢字使用

□文字の大きさ

→ 一般的には12cm四方
□見えやすく

→ 照明や日光，色や囲み，

色の見え方に困難を感じて

いる子どもにも配慮して

□消し方にも一工夫

→ 要点のみ残して焦点化を

【子どもと共に創り上げる板書】

□子どもを黒板の前で活躍させる

□できるだけ子どもの言葉を活用する

□板書内容，書くタイミングを計画する

【子どもの思考を活用】

子どもの考えや方法を，授業で生かすことが

重要！カードや小ボードに記入させ，発表さ

せた後，提示するなどの工夫を！

電子黒板でできること

音声は消えるが，

板書は残る！

見通し

考え

実物投影機電子黒板

Ａ

さん

Ｂ

さん

Ｃ

さん長方形

長方形

わかった
こと

子どもの思考の足跡が分かる板書に

板書を軽視していませんか？
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「あきたのそこぢから」

☆問題点を分析する
問題を分かりやすく言い換えてみる。

「分かっていることは何だろう」

「今考えることは何かな」

「図（表）に表して整理できないだろうか」

☆新たな視点から問題にアプローチする方法を考えてみる

「もし，～だったらどのようになるだろうか」

「この方向から考えることもできそうだね」

☆問題が解決してから発表させるより，むしろ思考・判断の途中の段階で発表させる。

「自力解決にこだわる」「他の考えに依存しようとする」など，多様な子どもが

いるので，そのタイミングには注意が必要。

「○○さんの考えと◇◇さんの考えからは～ということが言えそうだね」

「このように考えると，～はどうなるのだろうか」

☆グループ学習の場面を設け，話合いを活性化させる問いも有効。

「ＡグループとＢグループの似ている部分，異なる部分は何かな」

※異質・同質のグループ編成を工夫し，生かすことも有効。

子どもがつまずいたとき，すぐにヒントや助言を与えて

しまうのではなく，ヒントを含んだ課題提示・環境づく

りなど，子どもが自ら問題の解決の糸口に気付くことが

できるような配慮が大切です。

□予想される子どもたちの反応を類型化しておきましょう。

□反応の根拠となる部分の分析とその分析に基づいた支援を

準備しておきましょう。

□日頃の子どもの反応の傾向をもとに意図的な指名の準備を

しておきましょう。

・子どもの数だけ支援の方法があると思いがちですが，

用意した指導・援助が多すぎると，かえって煩雑で

使いこなせなかったり，逆効果になってしまったり

することのほうが多いようです。

子どもと共に考えるというスタンスを大切に

友達の考え方をヒントにする場面を

できるだけ自力解決，または集団解決するための援助を

タイムリーな指導・援助には事前の準備が不可欠（教材研究の充実）

ちゃんと考えをもたせる助言の在り方

学年や教科の枠を越えて，小さなことから考えが深まる助言の在り方などを議論し合いましょう。

問題解決場面

での支援
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「あきたのそこぢから」

間違いを許容する雰囲気づくり
子どもの心をつかむ教材の工夫
あっと言わせる教材提示の仕方
時には笑いを引き出す話術も

子どもが手を挙げない授業

誤答が出ない授業

正解にも間違いにもその子どもなりの論理があります。その考え方

を知り，どのような手立てを講じるのかを考えていくことを誤答分析

といいます。授業の達人は，よく誤答分析の達人でもあるといわれま

す。子どもたちの予想される反応とそれに対する適切な対応を準備で

きるからですね。反対に，予期せぬ子どもの反応に動揺して，いい加

減な対応をしてしまうと，子どもの信頼を失いかねません。

先生が困っている状況も

「あれ，どうなるのかな。

先生もわからなくなったぞ。」

先生がわざと間違う

「先生，そこの計算が違います。」など，

子どもの活躍する場を意図的に！

子どもの誤答に対しては

◇「正しい」「間違い」だけに話題を焦点化しない。

◇その論理に共感してみる。「なるほど，この考え方に説得力があるね」

◇その上で，誤答から学ぶという姿勢を大切にする。

◇貴重な考えを出してくれたことに感謝する。

教師と子どもの役割交代も効果的

１ 子どもが先生役をすることの効果

２ 先生が子どもの立場になる機会をつくる

ポイントとなる場面では，教師の意図的な失敗も効果的！

４０人の子どもがいれば，４０通りの考え方がある

活発な発言が本当の理解につながる

まちがえたく

ない
はずかしい

間違いは

大切に
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「あきたのそこぢから」

◇クラス全体の学習状況を把握する。
・学習に集中しているか。

・課題の意味を理解しているか。

・時間はどの程度かかりそうか。

◇指名・練り合いのプランを立てる。指導プランの修正をする。

・意図的な指名で進める際には，その順番はどうしたら効果的か。

・自由発言で進めるとしても，ぜひ，取り上げたい考えはどれか。

◇個々の子どもの学習状況を把握する。（指導と評価の一体化）

・評価規準に基づき，「努力を要する」と判断される子どもへは･･･。

・「学習の高まり，深まり」の見られる子どもへは･･･。

・「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」については，机間指導時に学習状況をつ

かむことが望ましい。機を逸することなく･･･。

◇支援の手立ては事前に準備しておく。

◇助言は３回に分けるぐらいの気持ちで支援を行う。

◇特定の子どもだけに付きっきりにならないようにし，できるだけ多

くの子どもに声をかけるようにする。（ただし，本時で特に支援を

手厚くする子どもを設定することもあり得る。）

◇本時のねらいを確認する。 ◇一人一人の子どもの学習状況を把握

・授業で子どもがどのような力を付けて， し，指導に役立てるために座席表の

最終的にどのような姿になればいいの 活用が効果的。

か，イメージを共有する。 ただし，座席表への記入が目的化

◇それぞれの役割を明確にする。 しないように。また，記号を工夫す

・机間指導においても，特別な支援を要 るなど，簡略化したい。

する子どもへの対応，担当する指導場

面などの分担等を明確にする。 ◇ＴＴでは，相互に情報を交換しやすい

◇授業内での生徒の気持ちに沿った発言や よう，共通の視点で！

役割交代も効果的。 Ｔ１，Ｔ２のコンビネーションも大
・授業の流れを分析し，Ｔ２の介入の場 切。

面を意図的に設定する。

ＴＴにおいては 座席表の活用

ランダムになんとなく教室内を歩いていませんか？

机間指導をしているとき，教師は最も忙しいのです！

机間指導は，個別の支援のチャンス！

机間指導

の意義
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学びの出発

これまでの学びを振り返り、学びの中での気付きを
手掛かりに新たな学びが始まる。

例えばこんな授業を こうしてみませんか？

「Akitaractive Eye」
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「Akitaractive Eye」

◇資質・能力を焦点化する ◇入念な教材研究をする

目指す子どもの姿を明確にし、これまでの学びや実生活で学んだことを子どもた
ちから引き出して、興味・関心、好奇心や向上心をくすぐるような内容の精選をし
ましょう。

わくわく授業をするために

◇適宜、振り返る場面を設定する ◇課題づくりの場を設定する

これまでの学習を振り返ることから生まれる｢あれっ｣｢そうか｣という気付きや、
｢だったら｣｢もしかしたら｣という問いから、本時の授業が始まります。
子どもたちの課題意識を高め、引き出し、学びを出発させましょう。

◇教科等の特質を踏まえる ◇子どもの声に耳を傾け受け止める

教科等の特質を踏まえながら、子どもの反応を予想し、思考をつなげて授業の舵
取りをしていきましょう。
これまでの学びとこれからの学びをつなげることで、学ぶ意義の自覚が促されま

す。

～主体的・対話的で深い学びのために～ vol.01

１

学びをつなげるために２ ３

新たな学びを出発させるために４
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「Akitaractive Eye」

互いの考えを伝え合い、相手の考えを受け止め、
自分の考えを練り直す。

学びの再思考

例えばこんな授業を こうしてみませんか？
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「Akitaractive Eye」

◇子どもの試行錯誤を大切にする ◇獲得した学びをまとめる場を設定する

じっくり思考する時間を保障し、考えた足跡を振り返ることにより、子どもが「ど
うして間違ったのか」「どう考えたら分かったのか」等について自分の言葉でまとめ、
表現できるように促しましょう。

◇子どもの思考の流れに沿って展開する ◇想定外の反応にも柔軟に対応する

事前に想定した反応と異なっても、実際の授業で対話から生まれたつぶやきや発
言を取り上げながら、児童生徒にとってストーリー性のある授業展開にしましょう。

◇学習活動を吟味する ◇効果的な学習支援を考える

ねらいに迫るための必然性のある対話場面や、場面に応じて必要な支援を具体化
し、ねらいを達成できるように授業の創意工夫を心掛けましょう。

◇これまでの学習を踏まえる ◇多様な展開を考える

子どもが相違点や共通点に目を向けたり、互いの意見について比較や検討をした
りすることを通して、一人一人の見方・考え方が働くように授業を展開させましょ
う。

問題解決における一連のプロセスを重視するために

気付きを生かした展開にするために

「見方・考え方」が働くようにするために

～主体的・対話的で深い学びのために～ vol.02

２

３

４

ねらいに迫る授業をするために１
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連続する学びは力へ。
新たな学びの獲得と新たな学びを創出する。

学びの獲得と
新たな学びの創出

例えばこんな授業を こうしてみませんか？

「Akitaractive Eye」
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◇子どもの変容を取り上げる ◇フィードバックして働き掛ける

「分からなかったことが分かるようになる」「問いが深化している」等の子どもの
変容を的確に見取り、適切な声掛けをして自覚を促しましょう。

◇学習全体を振り返る場面を設定する ◇新たな学びが連続するようにする

資質・能力の育成を目指し、本時だけでなく、単元や題材の全体を振り返って「ど
んどん疑問を解決したいな」「次の学習が楽しみだな」等の新たな学びにつながる子
どもの姿を大切にしましょう。

～主体的・対話的で深い学びのために～ vol.03

◇学んだことが生かされる場面を設定する ◇振り返りから課題を引き出す

次時だけでなく他教科等や実生活でも「見方・考え方」を更に働かせ、解決する
力を高められるようにしましょう。

学びの実感を促すために

◇評価方法を検討する ◇授業プランを修正する

自校で目指す子どもの姿に照らして指導内容を見直し、めあての達成に向けて授
業改善をしましょう。

新たな学びを創り出すために4

学びを見取るために2

3

活用・発揮を促すために１

「Akitaractive Eye」
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(2) 学習評価

学習評価は、学校における教育活動に関し、児童生徒の学習状況を評価するものであ

る。児童生徒の学習状況を的確に捉え、教師が指導の改善を図るとともに、児童生徒が

自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにするためにも、学習評価

の在り方は重要であり、教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性のある取組を進める

ことが求められる。

① 学習評価の改善の基本的な方向性

○児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと

○教師の指導改善につながるものにしていくこと

○これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは

見直していくこと

② 観点別学習状況の評価

観点別学習状況の評価とは、学校における児童生徒の学習状況を、複数の観点から、

それぞれの観点ごとに分析的に捉える評価のことである。児童生徒が各教科等での学習

において、どの観点で望ましい学習状況が認められ、どの観点に課題が認められるかを明

らかにすることにより、具体的な指導や学習の改善に生かすことを可能とするものである。

■ 「知識・技能」の評価 ※高等学校の職業教育を主とする専門学科において開設される各教科においては「知識・技術」

各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価を行うととも

に、それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場

面でも活用できる程度に概念等を理解したり、技能を習得したりしているかについても評価

する。

具体的な評価の方法
ペーパーテストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念的な理解を問う問題とのバ

ランスに配慮するなどの工夫改善を図るとともに、各教科等の内容の特質に応じて、実際に知識や技能

を用いる場面を設けるなど、多様な方法を適切に取り入れていくことが考えられる。

■ 「思考・判断・表現」の評価

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力、判断力、

表現力等を身に付けているかを評価するものである。「思考・判断・表現」を評価するため

には、教師は「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善をする中で、児童生徒

が思考・判断・表現する場面を効果的に設計するなどした上で、指導・評価することが求

められる。

具体的な評価の方法
ペーパーテストのみならず、論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作や表現

等の多様な活動を取り入れたり、それらを集めたポートフォリオを活用したりするなど評価方法を工夫

することが考えられる。

■ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

単に継続的な行動や積極的な発言を行うなど、性格や行動面の傾向を評価するということ

ではなく、「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観点の趣旨に照らして、

①「知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向け

た粘り強い取組を行おうとしている側面」と、②「①の粘り強い取組を行う中で、自らの学

習を調整しようとする側面」という二つの側面を評価することが求められる。

具体的な評価の方法
ノートやレポート等における記述、授業中の発言、教師による行動観察や児童生徒による自己評価や

相互評価等の状況を、教師が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。
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・学習指導要領に示された教科及び科目の目標を踏まえて、「評価の観
点とその趣旨」が作成されていることを理解した上で、
① 各教科における「内容のまとまり」又は〔指導項目〕と「評価

の観点」との関係を確認する。
② 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評

価規準」又は「〔指導項目〕ごとの評価規準」を作成する。

③ 学習評価の進め方

各教科及び科目の単元（題材）における観点別学習状況の評価は、年間の指導と評

価の計画を確認した上で、次のように進めることが考えられる。その際には、「『指導

と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」（国立教育政策研究所）を適切

に活用することが望ましい。

※職業教育を主とする専門学科

においては、各科目における

「内容のまとまり」を〔指導

項目〕に置き換えて記載する。

④ 評価規準

「評価規準」とは、観点別学習状況の評価を的確に行うため、学習指導要領に示す

目標の実現の状況を判断するよりどころを表現したものである。「評価規準」という用

語については、新しい学力観に立って子どもたちが自ら獲得し身に付けた資質や能力

の質的な面、すなわち、学習指導要領の目標に基づく幅のある資質や能力の実現状況

の評価を目指すという意味から用いられたものである。

【１】
「内容のまとまりご
との評価規準」を作
成する

■「内容のまとまり」とは
学習指導要領に示す各教科等のａ「第２ 各学年の目標及び内容２

内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりした
もの。
各教科等の学習指導要領のｂ「第３ 指導計画の作成と内容の取扱

い」１（1)に「単元(題材）などの内容や時間のまとまり」という記
載があるが、この「内容や時間のまとまり」と、ここでいう「内容
のまとまり」は同義ではない。
下線ａ 高等学校では「第２款 各科目」における各科目の「１ 目標」及び「２ 内容」

下線ｂ 高等学校では「第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い」

【２】
単元（題材）の目標
を作成する

・学習指導要領に示された各教科等の目標並びに単元（題材）で指
導する項目及び指導事項を踏まえて作成する。

【３】
単元（題材）の評価
規準を作成する

・「内容のまとまりごとの評価規準」から、単元（題材）において
指導する項目及び指導事項に関係する部分を抜き出し、評価の観
点ごとに整理・統合、具体化するなどして作成する。

・高等学校の職業教育を主とする専門学科において開設される各教
科においては､「〔指導項目〕ごとの評価規準」を基に、具体的な
学習活動から目指すべき学習状況としての生徒の姿を想定し、評
価規準を作成する。

【４】
指導と評価の計画を
立てる

授業（指導と評価）
を行う

・【４】に沿って観点別学習状況の評価を行い、生徒の学習改善や
教師の指導改善につなげる。

【５】
評価の総括を行う

・集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、観点ごとの総
括的評価（Ａ、Ｂ、Ｃ）を行う。

・【２】、【３】を踏まえ、評価場面や評価方法等を計画する。
・どのような評価資料（児童生徒の反応やノート、ワークシート、
作品等）を基に、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価する
かを考えたり、「努力を要する」状況（Ｃ）への手立て等を考え
たりする。

※高等学校の職業教育を

主とする専門学科

【１】
「〔指導項目〕ごと
の評価規準」を作成
する
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⑤ 評価の計画を立てることの重要性

学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現されたかについて、評価規準に

照らして観察し、毎時間の授業で適宜指導を行うことは、育成を目指す資質・能力を

児童生徒に育むためには不可欠である。しかし、毎時間児童生徒全員について記録を

取り、総括の資料とするために蓄積することは現実的ではない。そのため、いつ、ど

のような方法で、児童生徒について観点別学習状況を評価するための記録を取るのか

について検討し、適切に評価するための評価の計画を立てることが大切である。

(3) 学習指導案

① 学習指導案とは

学習指導案は各教科等の学習指導に当たって、単元（題材）、主題などのねらいや内

容を示し、児童生徒にどのような学習活動をさせるかなどを具体的に示すものである。

② 記載例 ※以下は一例であり、項目は各教科等で異なる場合がある。

第○学年○組 ○○科学習指導案

○月○日 ○校時
指導者 ○○ ○○

１ 単元（題材)名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ．

２ 単元（題材）の目標
（1）「知識及び技能」に関する目標

※高等学校の職業教育を主とする専門学科において開設される各教科では「知識及び技術」
(2)「思考力、判断力、表現力等」に関する目標
(3)「学びに向かう力、人間性等」に関する目標

３ 児童生徒と単元（題材）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４ 単元（題材）の評価規準
※高等学校の職業教育を主とする専門学科において開設される各教科においては「知識・技術」

知識・技能 ＊ 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・

５ 指導と評価の計画（○時間）
(例）※高等学校の職業教育を主とする専門学科において開設される各教科では「知識・技術」

評価規準・評価方法
時間 ねらい・学習活動

知識・技能 ＊ 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①… ①… ①…
②… ②… ②…

学習指導要領に示された各教科等の目標並びに単元（題材）で指導する項目及び指導事項を
基に作成する。

児童生徒と単元（題材）の関わりや、単元（題材）の構成や位置付け、全体の指導の構想など
を記す。

評価規準を作成する際の手順は、「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参
考資料」（国立教育政策研究所 令和２年３月、令和３年８月）を参考にする。

◇単元（題材）全体の指導と評価の計画として、時間配当や本時の位置付けを明示する。
◇目標に即した具体的な評価規準や評価方法などを児童生徒の姿を想定して設定する。
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６ 本時の計画

(1) 本時の目標（ねらい）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(2) 学習活動と評価

段階
学習活動 指導上の留意点 評価場面・評価方法（分）

１． ・ ・
導
入

２．

展
開

ま
と
め

※「単元」、「題材」 … 教科により異なる
「題材」と示す教科 … 小・中学校の音楽、図画工作、美術、家庭、技術・家庭

高等学校の芸術
※「指導上の留意点」を「教師の指導・支援」とすることもある。また、「学習形態」や「資料・
機器」の欄を設定することもある。

③ 作成上の留意点

ア 時 間 配 分 限られた時間の中で授業のねらいが確実に達成されるように、時間

配分を考える。

イ 弾 力 性 本時のねらいを達成するために、児童生徒の実態に応じて学習活動

や支援を弾力的に構成する。

ウ 個への配慮 個に応じた、個を生かす指導を指導過程の中に位置付ける。

◇児童生徒が
どのような
学習をする
のかを児童
生徒の立場
で記述する。

◇学習活動と対応させて、支援を
要すると判断された児童生徒へ
の働きかけや支援の手立てなど、
留意すべきことを、教師の立場
で具体的に記述する。

◇「努力を要する状況」と判断さ
れる児童生徒への支援を具体的
に記述する。

（例）
・生徒が課題を把握したり、学習の
流れを確認したりしやすくなるよ
う、電子黒板を併用して、資料を
提示する。

・話合いがスムーズに進められるよ
う、全体の場で協議の視点を示す
とともに、机間巡視をし、グルー
プの状況に応じた助言を行う。

◇単元(題材）の評価規準を
もとに記す。

◇本時の目標（ねらい）と
の整合性を図り、どの段
階で評価を行うかを考え
て示す。

（例）
評価方法
ワークシート
思考・判断・表現①

どのような力を、どのような学習活動を通して身に付けさせるかを、簡潔に記述する。

★「１. …」の
ように数字で示
すと１時間の学
習活動が多くな
り過ぎていない
かを確認するこ
とができる。 ★指導と評価の計画に基づき

何を評価するのかを明確に

して評価場面を設定すれば、

１時間の評価の回数も適切

なものになる。

ねらいを達成するための授業展開計画を示す。
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令和４年度 学校教育の指針（秋田県教育委員会）

＜参考文献＞

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 （小学校/中学校/高等学校）」

（文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

「学習評価の在り方ハンドブック （小・中学校編、高等学校編）」

（文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

〈参考１〉“「問い」を発する子ども”の育成

〈参考３〉「問い」を発するための基盤となる言語活動の充実

〈参考２〉「秋田の探究型授業」の基本プロセスを機能させた授業づくりの充実
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６ 他者と共によりよく生きる力を育てる道徳教育

(1) 教育活動全体を通じて行う道徳教育

道徳教育は、自己の生き方や人間としての在

り方生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、

自立した人間として他者と共によりよく生きる

ための基盤となる道徳性を養うことをねらいと

する教育活動であり、社会の変化に対応しその

形成者として生きていくことができる人間を育

成する上で重要な役割をもっている。

道徳教育を推進するに当たっては、目指す子

ども像を全教職員が共通理解し、参画、分担、

協力の下に、教育活動全体を通じて行うことが

必要である。

(2) 道徳教育の「要」となる特別の教科 道徳（以下、道徳科）
かなめ

道徳科が目指すものは、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の目標と同様により

よく生きるための基盤となる道徳性を養うことである。その中で、道徳科が道徳教育の要

としての役割を果たすことができるよう、計画的、発展的な指導を行うことが重要である。

道徳科は、各活動における道徳教育の要として、そ
れらを補ったり（補充）、深めたり（深化）、相互の関
係を考えて発展させたり統合させたり（統合）する役
割を果たす。
道徳教育の要所を押さえて中心で留める扇の要のよ

うな役割をもつと言える。

【道徳科の目標】

……道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を（広い視野から）多面的

・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考えを深める学習を通し

て，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 ＊（ ）は中学校

「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」（平成29年７月、文部科学省）

「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」（平成29年７月、文部科学省）

◇道徳性を構成する諸様相

道徳的判断力 ・・・それぞれの場面において善悪を判断する能力

道 徳 的 心 情 ・・・道徳的価値の大切さを感じ取り、善を行うことを喜び、
悪を憎む感情

道徳的実践意欲 ・・・道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実

現しようとする意志の働き

道 徳 的 態 度 ・・・道徳的判断力や道徳的心情に裏付けられた具体的な道
徳的行為への身構え

道
徳
性
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(3) 道徳教育の全体計画、道徳科の指導計画

学校では、校長が道徳教育の方針を明確に示し、全教職員が協力して道徳教育を展開するた

め、道徳教育推進教師を中心として、「道徳教育の全体計画」とそれに基づく「道徳科の年間

指導計画」を作成する必要がある。また、全体計画を各学年や各学級で具体的に推進するため

の指針として「学級における指導計画」を作成していくことが望まれる。

① 道徳教育の全体計画

学校における全教育活動との関連の下に、児童生徒、学校及び地域の実態を考慮して、学

校の道徳教育の重点目標を設定するとともに、学習指導要領に示されている内容項目※との

関連を踏まえ、各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期、並びに家庭や地域

社会との連携の方法を示すなど、具体的な指導に生きて働く機能的な計画が求められている。

内容項目
※
…人間として他者と共によりよく生きていく上で学ぶことが必要と考えられる道徳的価値を含む内

容を、短い文章で表現したもの

② 道徳科の年間指導計画

道徳教育の全体計画に基づき、各教科、特別活動等における道徳教育との関連を図りなが

ら、計画的、発展的に授業がなされるよう工夫する。

③ 学級における指導計画

全体計画に基づいて、学年の指導方針の下に学級における指導をどのように行うのか

を具体的に計画し、見通しをもって指導に当たることが大切である。

(4) 道徳科の指導の基本方針

道徳科においては、各教科等における道徳教育と密接な関連を図りながら、年間指導計画に

基づき、児童生徒や学級の実態に即し、道徳科の特質に基づく適切な指導を展開しなければな

らない。そのため、次のような基本方針を明確にして指導に当たる必要がある。

① 道徳科の特質を理解する

内面的資質としての道徳性を主体的に養っていく時間であることを踏まえ、授業を工夫す

る。

② 教師と児童生徒、児童生徒相互の信頼関係を基盤に置く

一人一人が自分の考えや感じ方を伸び伸びと表現することができる雰囲気を日常の学級経

営の中で創り出すようにする。

③ 児童生徒の自覚を促す指導方法を工夫する

道徳的価値を自分との関わりにおいて捉えることができるようにする。

④ 児童生徒の発達や個に応じた指導を工夫する

一人一人の考え方や感じ方を大切にした授業の展開を工夫する。

⑤ 多様な指導方法の工夫をする

指導のねらいに即して、問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習、他教科等

との関連を生かした授業など、効果的な指導方法を適切に取り入れる。

⑥ 道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実する

校長の方針の下、道徳教育推進教師を中心に全教職員が協力しながら取組を進めていく。

(5) 道徳性の理解と道徳科における評価

道徳性とは内面的資質であり、道徳性が養われたか否かは、容易に判断できるものではない。

しかし、道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科においては、児童生徒の学習状況や道

徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすように努める必要がある。ただし、他

教科とは異なり、数値などによる評価は行わない。

道徳科の評価に当たっては、児童生徒に考えさせることを明確にするとともに、道徳科の目

標に示された「道徳的価値の理解を基に、自己を見つめ、物事を（広く）多面的・多角的に考

え、自己の（人間としての）生き方についての考えを深める学習」における児童生徒の具体的

な取組状況を、一定のまとまりの中で見取ることが求められる。
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７ 主体的な児童生徒を育てる特別活動

(1) 特別活動の構成
校 種 内 容 構 成
小学校 学級活動 児童会活動 クラブ活動 学校行事
中学校 学級活動 生徒会活動 学校行事
高等学校 ホームルーム活動 生徒会活動 学校行事
※特別支援学校では、小学校、中学校、高等学校に準ずるほか、次の三つの事項に十分
配慮する必要がある。
① 学級活動における集団の構成に当たっての配慮
② 「交流及び共同学習」や「活動を共に」する際の配慮
③ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校における配慮

(2) 各活動、学校行事の内容
小学校 中学校 高等学校

学習指導要領（平成29年３月） 学習指導要領（平成29年３月） 学習指導要領（平成30年３月）

学級活動
(1)学級（ホームルーム）や学校における生活づくりへの参画

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動
(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

(3)一人一人のキャリア形成と自己実現

(1)児童会の組織づくりと児 (1)生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営

児童会活動 童会活動の計画や運営 (2)学校行事への協力

生徒会活動 (2)異年齢集団による交流 (3)ボランティア活動などの社会参画

(3)学校行事への協力

(1)クラブの組織づくりとク

クラブ活動 ラブ活動の計画や運営

(2)クラブを楽しむ活動

(3)クラブの成果の発表

(1)儀式的行事 (1)儀式的行事

(2)文化的行事 (2)文化的行事

学校行事 (3)健康安全・体育的行事 (3)健康安全・体育的行事

(4)遠足・集団宿泊的行事 (4)旅行・集団宿泊的行事

(5)勤労生産・奉仕的行事 (5)勤労生産・奉仕的行事

(3) 特別活動における「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」の視点
特別活動において育成を目指す資質・能力や、それらを育成するための学習過程の在り

方は、次の三つの視点で整理されている。
① 「人間関係形成」

集団の中で、人間関係を自主的、実践的によりよいものへと形成するという視点。
② 「社会参画」

よりよい学級・学校生活づくりなど、集団や社会に参画し様々な問題を主体的に解
決しようとするという視点。

③ 「自己実現」
「自己実現」は、一般的には様々な意味で用いられるが、特別活動においては、集

団の中で、現在及び将来の自己の生活の課題を発見し、よりよく改善しようとすると
いう視点。

(4) 学級活動（ホームルーム活動）
学級活動（ホームルーム活動）は他の特別活動の内容の基盤としての性格をもつ大切な

時間である。学級活動（ホームルーム活動）に充てる標準授業時数は年間35単位時間であ
り、少なくとも年間35週以上にわたって毎週実施するものとされている。
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① 学級活動（ホームルーム活動）の授業を行う前に確認しておくもの
・特別活動の全体計画
・学級活動（ホームルーム活動）の内容（学習指導要領解説）
・学校としての学級活動（ホームルーム活動）の年間指導計画
・学級（ホームルーム）ごとの学級活動（ホームルーム活動）の年間指導計画

② 学習過程の例（小学校）
(1)学級や学校における生活づくりへの (2)日常の生活や学習への適応と自己の

参画 成長及び健康安全

(3)一人一人のキャリア形成と自己実現

問題の発見 題材の確認

学級としての課題の設定 課題の設定

事 ・学級として取り組むべき問題を決める

前 議題の決定 共通の課題の設定

の
活 活動計画の作成 指導計画の作成

動 ・教師と児童で作成する

問題意識を高める 問題意識を高める

・話し合うことについて自分の考えをま ・自分の現状を考えたり、学級の現状を

とめる 調べたりする

集団討議による合意形成 集団思考を生かした個々の意思決定

提案理由の理解 課題の把握

本
時

解決方法等の話合い 原因の追及

の
・意見の違いや共通点をはっきりさせる ・改善の必要性を感じる

活
合意形成 解決方法等の話合い

動
・少数意見も大切にしながら、学級全体

の合意形成を図る 個人目標の意思決定

・個に応じた具体的な実践方法やめあて

を決める

事
決めたことの実践 決めたことの実践

後
・全員で協力して目標の実現を目指す ・個人として努力し、目標の実現を目指

の
す

活
振り返り 振り返り

動
・活動の成果や過程などを振り返る ・努力の成果や過程などを振り返る

次の課題解決へ 次の課題解決へ

(5) 特別活動におけるＩＣＴ活用
学習の一層の充実を図るための有用な道具としてＩＣＴを位置付け、活用する場面を適

切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果的に活用する。本時の活動においては「児童生
徒同士の話合い」を大切にする。

(6) 参考にしたい資料
・特別活動映像資料
「小学校特別活動映像資料」

・特別活動指導資料
「みんなで、よりよい学級･学校生活をつくる特別活動(小学校編)」
「学級・学校文化を創る特別活動(中学校編)」
「学校文化を創る特別活動(高校編)ホームルーム活動のすすめ」

※上記の資料は国立教育政策研究所のウェブサイトからダウンロードできる。
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８ 総合的な学習の時間、総合的な探究の時間の充実

(1) 各学校で定める目標及び内容のポイント
各学校は、学習指導要領に示された総合的な学習の時間、総合的な探究の時間の目標を

踏まえて、各学校の総合的な学習の時間、総合的な探究の時間の目標や内容を適切に定め、
創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する必要がある。ここに総合的な学習の時間、
総合的な探究の時間の大きな特質がある。

(2) 総合的な学習の時間、総合的な探究の時間の学習指導のポイント
○ポイント１ 学習過程を探究的にすること

探究的な学習とするためには、学習過程が次のようになることが重要である。

①【課題の設定】体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ。
②【情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする。
③【整理・分析】収集した情報を、整理したり分析したりして思考する。
④【まとめ・表現】気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し、表現する。

探究の過程は、いつも①～④が順序
よく繰り返されるわけではなく、順番
が前後することもあるし、一つの活動
の中に複数のプロセスが一体化して同
時に行われる場合もある。右の図は、
およその流れのイメージであるが、こ
のイメージを教師がもつことによって、
探究的な学習を具現するために必要な
教師の指導性を発揮することにつなが
る。また、この探究の過程は何度も繰
り返され、スパイラルに高まっていく。

その学校が総合的な学習の時間、総合的な探究の時間で育成することを目指す資質･能力

教科等を越えた全ての学習の基盤となる資質・能力

- 47 -



○ポイント２ 他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること
総合的な学習の時間、総合的な探究の時間においては、特に、異なる多様な他者と協

働して主体的に課題を解決しようとする学習活動が重要である。それは、多様な考え方
をもつ他者と適切に関わり合ったり、社会に積極的に参画したり貢献したりする資質・
能力の育成につながるからである。また、協働的に学ぶことにより、探究的な学習とし
て、児童生徒の学習の質を高めることにつながるからである。

○ポイント３ 言語により分析し、まとめたり表現したりするなどの学習活動を行うこと
思考力、判断力、表現力等の育成を図る上で、体験したことや収集した情報を、言

語により分析したりまとめたりする学習活動を、探究的な学習活動の過程に適切に位
置付けることが大切である。
これらの学習活動においては、「考えるための技法」が活用されるようにする。「考

えるための技法」とは、考える際に必要となる情報の処理方法を、「比較する」「分類
する」など、技法のように具体的に使えるようにするもので、 実際の問題解決の文脈
で意識的に活用できるようにすることにより学習活動の質が高まっていく。

○ポイント４ 各教科等との関連を十分に図ること
各教科等で身に付けた資質・能力を総合的な学習の時間、総合的な探究の時間におい

て活用・発揮することにより、学習活動は深まりを見せ、大きな成果を上げることに
なる。一方、総合的な学習の時間、総合的な探究の時間で身に付けた資質・能力を各
教科等で生かしていくことで学習を動機付けたり推進したりすることも考えられる。
総合的な学習の時間、総合的な探究の時間と各教科等との関連を意識した学習活動を工
夫することが大切である。

(3) 総合的な学習の時間、総合的な探究の時間において配慮すること
① 実施に当たっては、全教育活動との関連の下に、目標及び内容、学習活動、指導方
法や指導体制、評価の計画などを明らかにしたものとなるよう、全体計画及び年間指導
計画を作成する。その際、児童生徒の学習履歴の把握を十分に行い、計画立案に生かす。

② 地域の教育資源などを積極的に活用するとともに、育成を目指す資質・能力につい
て地域の人と共有し、必要な協力を求める。また、学校図書館の資料や情報通信ネット
ワークの整備、多様な学習活動が展開できるスペースの確保などに努める。

③ 総合的な学習の時間、総合的な探究の時間の目標等を踏まえた適切な学習活動を行
うことが重要である。補充学習のような特定の教科の知識や技能の習得を図る学習活
動や、文化的行事や健康安全・体育的行事の準備などと混同された学習活動は、総合
的な学習の時間、総合的な探究の時間としてふさわしくない。

＜参考文献＞
「小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」（平成29年７月、文部科学省）
「中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」（平成29年７月、文部科学省）
「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」（平成30年７月、文部科学省）
「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編／中学校編）」

（令和３年３月／令和４年３月、文部科学省）
「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（高等学校編）」

（平成25年７月、文部科学省）
「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小学校 総合的な学習の時間」

（令和２年３月、国立教育政策研究所）
「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校 総合的な学習の時間」

（令和２年７月、国立教育政策研究所）
「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 高等学校 総合的な探究の時間｣

（令和３年８月、国立教育政策研究所）

＜他者と協働して学ぶことの意義＞

◆ 多様な情報の収集に触れること

◆ 異なる視点から検討ができること

◆ 地域の人と交流したり友達と一緒に学習したりすること
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９ 心の通う生徒指導

(1) 生徒指導とは

生徒指導とは、社会の中で自分らしく生きることができる大人へと児童生徒が育つよう

に、その成長・発達を促したり支えたりする意図でなされる教育活動のことである。すな

わち、学校生活の中で児童生徒自らが、その社会的資質を伸ばすとともに、更なる社会的

能力を獲得していくこと、そして、それらの資質・能力を適切に行使して自己実現を図り

ながら自己の幸福と社会の発展を追求していく大人になることを願って、児童生徒の自発

的かつ主体的な成長・発達の過程を支援していく働き掛けのことである。

こうしたことから、本県では実践的指導力習得期における教員に期待される資質能力の

一つとして、次に示す生徒指導力を挙げ、研修の充実に努めている。

(2) 生徒指導の実際

① 全教育活動の中で行うこと

学校の教育活動全体を通じ、自己選択や自己決定の場を与え、その過程において、

教員が深い児童生徒理解を基にした適切な指導や援助を行うことが大切である。

ア 児童生徒理解を深める

児童生徒理解を深めるためには、児童生徒の様子をよく観察したり、児童生徒の

声によく耳を傾けたりする必要がある。例えば、毎朝児童生徒一人一人と挨拶を交

わしながら表情や服装などを観察したり、雑談をしたりする中で心の距離を縮める

ことができる。必要に応じて教育相談を行うが、その際には説教から始めるのでは

なく、まずは児童生徒の話を十分に聞くことが大切である。また、児童生徒と話を

する際には、非言語メッセージにも注意したい。言葉だけではく、「視線」「表情」

「ジェスチャー」「声の質や大きさ」「言葉遣い」「服装や身だしなみ」が与える影

響にも十分留意する。

イ 信頼関係を育てる

信頼関係を育てるためには、教員の一方的な指導ではなく、児童生徒を一人の人

間として尊重して共感的に理解すること、共に努力する姿勢で関わりを深めること

が大切である。教員と児童生徒との間に、温かい信頼関係があるとき、児童生徒は

安心して「ありのままの自分」でいられる。そして、悩みや困ったことがあったと

秋田県教職キャリア指標（平成30年３月策定、令和５年３月一部改訂、秋田県教育委員会）

生徒指導力(第１ステージ:初任～３年目）

①児童生徒の内面の理解と個々の問題に対する組織の一員としての対応

②学級づくりにおける基本的な生活習慣の確立のための指導

③家庭との連携を生かした生徒指導の推進

④特別な支援を必要とする児童生徒の特性等の理解・実践と、家庭との連携
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き、教員に心を開いて相談することができるだろう。そのためには、児童生徒の普

段の行いや学習成績等に捉われないで、ありのままの児童生徒を受け入れ、好意的、

積極的に関わる態度が必要である。

ウ 肯定的な自己イメージを育てる

児童生徒が自分自身に対して「自分はだめだ」「何をやってもできない」などとい

う否定的な自己イメージをもっていると、意欲を失い心のエネルギーが奪われ、大

きなストレスを抱えることになる。児童生徒一人一人の長所を発見し、認めること

によって、「自分はできる」「人から必要とされている」などという肯定的な自己イ

メージを育てることが大切である。

エ 行動を励まし、勇気づける

児童生徒の行動を励まし、勇気づける言葉掛けや関わりを心掛ける。勇気は、困

難を克服する活力である。励まし、勇気づけることで、児童生徒は困難に出合って

も尻込みせず、進んでチャレンジする意欲が引き出される。

オ 温かい学級（ホームルーム）の雰囲気をつくる

学級担任はもちろん、教科担任においても、明るく楽しい学級、伸び伸びと学習

できる学級の雰囲気をつくるよう働き掛けていくことが大切である。そうした雰囲

気の中で、初めて学習への意欲が引き出され、また児童生徒同士の共感的な人間関

係が育まれる。

② 教科指導の中で行うこと

教科指導においても生徒指導の機能を生かすことは、もちろん大切なことである。

教科指導の中で生徒指導を充実させることは、生徒指導上の課題を解決するにとどま

指導においては、あらゆる場面において、児童生徒が人として平等

な立場で互いに理解し信頼した上で、集団の目標に向かって励まし合

いながら成長できる集団を作ることが大切です。そのために、教職員

には、一人一人の児童生徒が

①安心して生活できる

②個性を発揮できる

③自己決定の機会を持てる

④集団に貢献できる役割を持てる

⑤達成感・成就感を持つことができる

⑥集団での存在感を実感できる

⑦他の児童生徒と好ましい人間関係を築ける

⑧自己肯定感・自己有用感を培うことができる

⑨自己実現の喜びを味わうことができる

ことを基盤とした集団づくりを行うように工夫することが求められ

ます。

生徒指導提要（令和４年12月、文部科学省）
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らず、児童生徒一人一人の学力向上にもつながる。

ア 楽しく、分かる・できる授業の実現を心掛ける

授業に対する教員の熱意は必要であるが、それだけで教えようとしても、児童生

徒の心には伝わらない。学習内容が児童生徒の興味や関心、実態に即しているかを

検討し、適切な教材を準備したり授業展開を工夫したりして、楽しく、分かる・で

きる授業を実現することが大切である。そうすることで、楽しく学べたという満足

感や分かった、できたという充実感が生まれ、授業への意欲も引き出される。

イ 自己肯定感や他者への共感的な気持ちを育てる

授業の中では、児童生徒とのコミュニケーションを多くし「対話のある授業」を

心掛ける。「その時、その場で、その子にふさわしい内容」の言葉掛けによって、

児童生徒は他者に認められているという自己肯定感をもつことができる。

こうした教員の姿勢が児童生徒に伝わり、自分の意見を自由に発表しようとする意

欲や、他者の考えを理解し受け入れようとする共感的な気持ちが育つ。

ウ 自己決定の場を設定する

授業を組み立てるとき、話合い活動の中で考えを整理し、検討できる時間を確保

して「自分で考え、決め、実行する」場面を設定する。そのことで、主体的に参加

しているという気持ちが育ち、児童生徒の自主性や社会的な適応能力を育成するこ

とにつながる。

エ 意欲を引き出す評価を心掛ける

日頃の児童生徒との関わりの中で「よいところや進歩の状況を積極的に評価する」

という意図的な評価が大切である。言葉掛けをしたり、学習カードや生活ノート等

にコメントを添えたりすることで、児童生徒は自分の努力が分かってもらえたとい

う気持ちになり、意欲が引き出される。

オ 規律ある授業で学習効果を高める

授業におけるルールの確立や学習環境の整備は、学習効果を高める上で重要であ

る。児童生徒に、授業に入る前に机の整頓などの学習の場を整える習慣や、教科書

や学習ノートの準備、着席などの授業に臨む心構えを身に付けさせる必要がある。

これらは「学習が成立しない状態」になることを、未然に防ぐ基本である。

③ いじめ等の問題行動や不登校への対応

問題行動・不登校等諸課題を抱える児童生徒は、各段階で発達の課題を十分に達成

してきていない場合があるので、その課題を達成させ、人格の形成を支援することが

必要である。そのためには教育相談的な関わりを通して内面の成長を図るとともに、

課題を克服するよい機会であるという認識の下、指導に当たることが大切である。

ア 早期発見に努める

いじめ等の問題行動や不登校には、児童生徒の「心の内面の表現」や、「援助を求

める信号」という一面もある。こうした児童生徒の出す様々なサインを見逃すこと

なく、キャッチしていくことが大切である。日頃の観察やさりげない言葉掛け、教

職員間の情報交換などを通して、問題行動等の早期発見に努め、顕在化する前に対
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応することが大切である。

イ 児童生徒の訴えをじっくりと聴く

児童生徒の出すサインに気付いたら、まず何よりもその訴えをじっくりと聴くこ

とが大切である。児童生徒の抱えている問題や悩みを受容することで、情緒の安定

が図られる。

ウ チームで対応する

いじめ等の問題行動や不登校

は、学級（ホームルーム）担任が

一人で抱え込んだ場合にはかえっ

て問題を深刻化させることにつな

がる。そのため、他の教員（学年

主任、生徒指導主事、養護教諭等）

と情報を共有し、早期に管理職や

スクールカウンセラーを含めたチ

ームで対応することが大切であ

る。

エ 解決に向けて一緒に考える

問題や悩みの解決に向けて、ス

モールステップ（少し頑張れば達

成できそうなことを目標として導

く方法）でできることを一緒に考

える。その過程で、行動が自分

や他人に対して及ぼす影響につ

いて考えさせ、行動の改善に向け

て援助する。

オ 家庭や関係機関との連携を図る

問題が起こってからというので

はなく、日頃から保護者や関係機

関とは、連絡を取り合っているこ

とが望ましい。児童生徒を指導す

る際には、保護者の考えや要望を

しっかりと聴いた上で指導に当た

る。必要に応じて、関係機関から

の助言を得たり、一緒に関わって

もらったりするなどの連携を図

る。

いじめの防止等のための対策に関する基本理念

① いじめは、全ての児童生徒に関係する問題であること

に鑑み、児童生徒が安心して学校生活を送り、様々な

活動に取り組むことができるよう、学校の内外を問わ

ず、いじめが行われなくなるようにする。

② 全ての児童生徒がいじめを行わず、また、いじめを認

識しながら放置することがないよう、いじめが決して

許されない行為であり、児童生徒の心身に重大な影響

を及ぼすことや、犯罪行為として取り扱われる場合が

あることなどについて、児童生徒が理解を深められる

ようにするとともに、他の児童生徒に対する思いやり

のある心を育む。

③ 早期の段階におけるいじめの発見、実態の的確な把握、

いじめへの適切な対処が重要であることに鑑み、学校

全体で組織的・実効的に取り組む。

④ いじめを受けた児童生徒の生命・心身の保護が最も重

要であることを認識しつつ、国、県、市町村、学校、

地域住民、家庭その他の関係者の相互の連携協力の下、

いじめの問題を克服することを目指す。

再登校までのプログラム例

秋田県いじめ防止等のための基本方針(秋田県・秋田県教育委員会)

不登校への対応 ノープロブレム（秋田県総合教育センター)
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10 キャリア教育の充実

(1) キャリア教育とは

一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を育み、

キャリア発達 を促す教育

社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程を

「キャリア発達」という。

小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校

特別支援学校小学部 特別支援学校中学部 特別支援学校高等部
大

学

就
進路の探索・選択に 現実的探索と 現実的探索・試行と

・
かかる基盤形成の時期 暫定的選択の時期 社会的移行準備の時期

専

門

学
・自己及び他者への積極的 ・肯定的自己理解と自己 ・自己理解の深化と自己

学
関心の形成・発展 有用感の獲得 受容

校
・身のまわりの仕事や環境 ・興味・関心等に基づく ・選択基準としての勤労

・

前
への関心・意欲の向上 勤労観・職業観の形成 観・職業観の確立

社
・夢や希望、憧れる自己の ・進路計画の立案と暫定 ・将来設計の立案と社会

会
イメージの獲得 的選択 的移行の準備

人
・勤労を重んじ目標に向か ・生き方や進路に関する ・進路の現実吟味と試行

って努力する態度の形成 現実的探索 的参加

小・中学校学習指導要領（平成29年３月）及び高等学校学習指導要領（平成30年３月）に

おいて、特別活動が学校教育全体を通して行うキャリア教育の要となることが示された。キ

ャリア教育を効果的に展開していくためには、特別活動の学級活動（ホームルーム活動）を

軸としながら、各教科や道徳科における学習、総合的な学習の時間（総合的な探究の時間）

や学校行事、個別指導としての教育相談等の機会を生かしつつ、学校の教育活動全体を通じ

て必要な資質・能力の育成を図っていく取組が重要になる。

また、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら見通しをもったり、振り返ったりす

る機会を設けるなど主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めることがキャ

リア教育の視点からも求められる。

(2) キャリア教育で育成すべき力 ＝ 基礎的・汎用的能力

○人間関係形成・社会形成能力

社会との関わりの中で生活し仕事をしていく上で基礎となる力

多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝える

ことができるとともに、自分の置かれている状況を受け止め、役割を果たしつつ他者

と協力・協働して社会に参画し、今後の社会を積極的に形成することができる力
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○自己理解・自己管理能力

「やればできる」と考えて行動できる力

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について、社会との相互

関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行

動すると同時に、自らの思考や感情を律し、かつ、今後の成長のために進んで学ぼう

とする力

○課題対応能力

従来の考え方や方法にとらわれずに物事を前に進めていくために必要な力

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し、適切な計画を立ててその課題を処理

し、解決することができる力

○キャリアプランニング能力

社会人・職業人として生活していくために生涯にわたって必要となる力

「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏ま

えて「働くこと」を位置付け、多様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択・

活用しながら、自ら主体的に判断してキャリアを形成していく力

(3) キャリア教育充実のポイント

○学年間・校種間を貫き、キャリア発達を共有するタテのつながり

・他学年や他校種の活動について、円滑な情

報連携や接続を図り、相互に理解を深める。

・発達の段階に応じた系統性のある指導計画

への見直し、改善を図る。

・一人一人の長期的なキャリア発達を継続的

に支援するため、児童生徒のキャリア発達

の状況や指導計画について情報を蓄積し、

確実に引き継ぐ。

○家庭・地域とキャリア発達を共有するヨコのつながり

・学校報やＰＴＡでの広報活動等を通して、キャリア教育のねらいの共有と成果の発

信を行い、家庭・保護者との共通理解を図る。

・地域・事業所等と連携・協働し、職場体験学習やインターンシップ等の体験的な活

動の充実を図り、児童生徒に望ましい勤労観・職業観を育む。

・「社会に開かれた教育課程」の理念の下、幅広く地域住民等と目標やビジョンを共

有し、多様な人間関係を体験する場面を設定する。

＜参考文献＞

「小学校学習指導要領解説 総則編」（平成29年７月、文部科学省）

「中学校学習指導要領解説 総則編」（平成29年７月、文部科学省）

「高等学校学習指導要領解説 総則編」（平成30年７月、文部科学省）

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」

（平成23年１月31日、中央教育審議会）

「キャリア教育」資料集－文部科学省・国立教育政策研究所－研究・報告書・手引編〔平成30年度版〕

（令和元年５月、国立教育政策研究所）

ねらいの共有や成果の発信

キャリアノート等の活用
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11 体育・健康に関する指導

(1) 体育・健康に関する指導の意義

「体育・健康に関する指導」は、学習指導要領や学校保健安全法及び学校給食法

等を踏まえて、児童生徒や学校・地域の実態に応じ、家庭・地域社会との連携によ

り、学校全体として取り組む必要がある。

指導に当たっては、多様化している児童生徒の体力や健康状態の把握に努め、体

育、保健、食育・給食、安全についての各教育活動を有機的に関連付け、体育・健

康に関する現代的課題（健康的な生活習慣の形成、安全に関する指導の充実、心身

の成長発達についての正しい理解）に対し、児童生徒や学校・地域の実態等を考慮

しながら連携・協働し、一人一人に対応した指導を推進していくことが大切である。

＜ねらい＞

健康・安全で活力ある生活を営むために必要な資質・

能力を育て、心身の調和的な発達を図り、健康で安全な

生活と豊かなスポーツライフの実現を目指す。

解

決

＜現代的課題＞

１ 健康的な生活習慣の形成 ２ 安全に関する指導の充実

３ 心身の成長発達についての正しい理解

令和４年度 学校教育の指針（秋田県教育委員会）

中学校学習指導要領 第１章総則第１の２(３)（平成29年告示、文部科学省）

学校における体育・健康に関する指導を、生徒の発達の段階を考慮して、学校の教

育活動全体を通じて適切に行うことにより、健康で安全な生活と豊かなスポーツライ

フの実現を目指した教育の充実に努めること。特に、学校における食育の推進並びに

体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導

については、保健体育科、技術・家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科、道

徳科及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう

努めること。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との連携を図りながら、

日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・

安全で活力のある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。
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(2) 指導内容

① 学校体育

学校体育に関する指導は、児童生徒が自ら進んで運動に親しむ資質・能力を身

に付け、運動やスポーツの楽しさや喜びを味わうことができるようにすることが

大切である。

そのため、体育学習を充実させることはもちろん、体育科、保健体育科の学習

内容と関連付けた体育的行事の工夫を図る。また、全国体力・運動能力、運動習

慣等調査や新体力テスト、ライフスタイル調査等の分析・活用を通して、児童生

徒の体力や健康状態等を的確に把握し、学校や地域の実態を踏まえて作成した全

体計画を基に計画的、継続的に指導する。

② 学校保健

学校保健に関する指導は、各校で作成した「学校保健計画」に基づき、保健主

事や養護教諭を中心とした校内体制の下、家庭・地域社会等との連携・協働によ

る組織的な活動を推進する。

保健管理及び保健教育を充実させ、生涯にわたり健康な生活を送るための望ま

しい生活習慣を確立し、現代的な健康課題の解決を目指す。そのために集団指導

や個別指導を実施して心身の健康の保持増進を図る。

③ 学校給食・食育

学校給食は、食に関する指導を効果的に進めるための重要な教材であり、学校

生活を豊かにし、明るい社交性及び、協同の精神を養う場である。

食に関する指導は、各校で作成した「食に関する指導の全体計画」に基づき、

栄養教諭・学校栄養職員を中心とした全教職員と学校・家庭・地域社会が連携・

協働して組織的に指導し、食生活の改善、望ましい食習慣の形成を図る。

④ 学校安全

安全教育は、各校で作成した「学校安全計画」に基づき、家庭や地域、関係機

関等と連携・協働して組織的に指導し、生活安全・交通安全・災害安全の各領域

における、児童生徒の発達の段階に応じた危険予測・回避能力の育成を図る。

学校環境及び通学路の児童生徒の視点を加えた安全点検等を通じ、安全を確保

するための環境を整えるとともに、万が一、事故等が発生した場合に適切な応急

手当や安全措置ができるよう、「危機管理マニュアル」の見直し等の安全管理の充

実を図る。

＜参考文献＞

「小学校学習指導要領解説 総則編」（平成29年７月、文部科学省）

「中学校学習指導要領解説 総則編」（平成29年７月、文部科学省）

「高等学校学習指導要領解説 総則編」（平成30年７月、文部科学省）

「令和４年度 学校教育の指針」（秋田県教育委員会）
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12 部活動の指導

(1) 部活動の意義

部活動は、中学校及び高等学校学習指導要領において、「学校教育の一環として」行

われるものであり、「生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、

スポーツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学

校教育が目指す資質・能力の育成に資するもの」と明記されている。異年齢との交流の

中で、生徒同士や生徒と教師等との好ましい人間関係の構築を図ったり、生徒自身が活

動を通して自己肯定感を高めたりするなど、生徒の多様な学びの場として、また、部活

動の様子の観察を通じた生徒の状況理解等、その教育的意義は高い。

(2) 実施上の留意点

中学校及び高等学校の学習指導要領では、「教育課程外の学校教育活動と教育課程の

関連が図られるように留意するものとする。」として、部活動の教育的意義は部活動の

充実の中のみで図られるのではなく、教科や特別活動をはじめとする教育課程内の活動

との関連を図る中で、その教育効果が発揮されることが重要であることを示している。

また、生徒の自主的、自発的な参加となるよう生徒が参加しやすいように実施形態など

を工夫するとともに、生徒の生活全体を見渡して休養日や活動時間を適切に設定するな

ど生徒のバランスのとれた生活や成長に配慮することが必要である。

(3) 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進

①適切な指導

・指導者は、部活動の実施に当たって、児童生徒の心身の健康管理（障害・外傷の

予防やバランスのとれた学校生活への配慮等を含む）、事故防止（活動場所にお

ける施設・設備の点検や活動における安全対策等）及び体罰・ハラスメントの根

絶を徹底する。

・指導者は、児童生徒の健全な成長の確保やトレーニング効果を高める観点から、

休養を適切に取らせることが必要である。また、過度の練習や長時間の時間的拘

束は児童生徒の心身に負担を与え、必ずしも求める成果の獲得にはつながらない

ことを正しく理解することが必要である。

・指導者は、児童生徒が生涯を通じてスポーツや芸術文化に親しむ基礎を培うこと

ができるよう、児童生徒とコミュニケーションを十分に図る。また、児童生徒が
＊バーンアウトすることなく、それぞれの目標を達成できるよう、分野や競技種

目の特性等を踏まえた合理的でかつ効率的・効果的な練習方法の積極的な導入等

により、短時間で効果が得られる指導を行うよう努めることが重要である。
＊バーンアウト…燃え尽きるという意味で、心身のエネルギーが尽き果てた状態を指す。

それまで一つのことに没頭していた人が、心身の極度の疲労によって、ある日突然、ま

るで燃え尽きたかのように意欲を失い、社会に適応できなくなってしまうこと。

②「指導の手引」の活用

スポーツ庁及び文化庁においてそれぞれ策定された「運動部（文化部）活動の在り

方に関する総合的なガイドライン」（以下、ガイドライン）に則り、「運動部活動運

営・指導の手引」（平成30年８月 秋田県教育委員会）、「文化部活動運営・指導の

手引」（平成31年３月 秋田県教育委員会）が策定されている。部活動指導者は、こ

うした指導の手引を活用するなどして、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行うこ

とが重要である。

(4) 適切な休養日等の設定

部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある児童生徒が教育課程
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内の活動、運動、食事、休養及び睡眠等のバランスのとれた生活を送ることができる

よう、ガイドラインに基準が定められている。したがって、指導者は活動方法の工夫

を行いながら、適切な日数・時間を設定し、活動計画を立てて、部活動を展開するよ

う努めなければならない。

(5) 運動部活動における事故防止

運動部活動は学校教育活動の重要な場であることを踏まえ、各部の活動が安全かつ

健全に行われるよう安全面に配慮し、万一に備えた関係者への連絡システムの確立や

救急体制の整備を図ることが必要である。

また、児童生徒一人一人に安全に関する知識や技能を身に付けさせ、主体的に自分

や仲間の安全を守ることができるようにすることが望ましい。練習中に守るべき安全

に関するルールについては、機会を捉えて繰り返し指導するなど、徹底を図ることが

必要である。

指導者は、関係職員等による協力体制を整えて、活動状況全体の把握に努め、日頃

から児童生徒の事故防止に対する意識を高め、事故を未然に防ぐための行動を適切に

とることが重要である。

(6) 体罰・不祥事等の防止

①体罰等の防止

体罰は、学校教育法第11条にも記載されている違法行為であり、指導者個人の問題

にとどまらず、学校が児童生徒や保護者からの信頼を大きく失うなど、学校教育全体

においても重大な問題である。部活動の指導において、体罰を「厳しい指導」として

正当化することはあってはならない。

また、セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントと判断される不適切な

言動（児童生徒の人間性や人格の尊厳を損ねたり、否定したりするような発言や態度）

は、精神的な苦痛を与え、体罰と同様に児童生徒の心身に大きな影響を与える。心身

の発育発達や技能レベルなどを十分考慮した指導をするとともに、児童生徒の手本と

なるような言動を心掛けることが求められる。

指導者が指導的立場にいることによって、児童生徒に対して上位の権力をもつこと

になる。こうした関係を指導者自身が自覚していることが大切である。

②適切な経費の運用等

部活動の運営等に係る経費については、年間計画に基づき、適切な運用を行うもの

とし、事前に校長の許可を得るとともに、保護者の理解を得た上で徴収し、明朗な会

計処理ののち、保護者会等で決算等について報告する。

また、出納簿や通帳等は管理職による定期的な確認が行われることが必要である。

なお、直接的な金銭のやり取りがなくても、指導者の立場を利用した便宜供与や物

品の受領又は提供などは反社会的行為となる。

教職員間で気になることがあれば、互いに「注意する」「指導する」「助言する」

ことができる環境の確立が求められる。

＜参考文献＞

「中学校学習指導要領」（平成29年告示、文部科学省）

「高等学校学習指導要領」（平成30年告示、文部科学省）

「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成30年12月、文化庁）

「運動部活等の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成30年３月、スポーツ庁）

「文化部活動運営・指導の手引」（平成31年３月、秋田県教育委員会）

「運動部活動運営・指導の手引」（平成30年８月、秋田県教育委員会）
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＜参考＞小学校の先生に向けて

本県の小学校において、地区によっては、文化的な活動（吹奏楽部や合唱部等）が、中学

校や高等学校同様に行われている現状がある。また、運動部の活動においても、地区によっ

て、一定期間、活動が行われている実態がある。

教育課程外の活動である小学校の部活動の位置付けや捉えは、次の太字のとおりである。

【運動部の活動について】

クラブ活動，運動部の活動は，スポーツ等に共通の興味や関心をもつ同好の児童によっ

て行われる活動であり，体育の授業で学習した内容を発展させたり，異なる学級や学年の

児童との交流を深めたりするなどの成果が期待される。

このうちクラブ活動は，学校において適切な授業時数を充てるものとしており，学校や

地域の実態等を考慮しつつ，児童の興味・関心を踏まえて計画的に実施することが大切で

ある。

また，運動部の活動は，主として放課後を活用し，特に希望する児童によって行われる

ものであるが，児童の能力や適性などを考慮し，教師などの適切な指導の下に，自発的，

自主的な活動が適正に展開されるよう配慮することが大切である。

（平成29年告示 小学校学習指導要領解説 体育編 ｐ173より）

【文化部活動について】

（１）本ガイドラインの対象範囲

小学校（義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部を含む。）段階においても、一部

の地方公共団体においては、（中学校や高等学校と）同じように文化等の活動を実施して

いる場合がある。こうした活動については、地域によって多様な形態で行われているが、

少なくとも学校教育の一環として行われるものについては、学校において、児童の発達の

段階や教師の勤務負担軽減の観点を十分に考慮し、休養日や活動時間を適切に設定する必

要がある。

（文化部活動の在り方に関する総合的なガイドラインｐ５ 平成30年12月文化庁より）

※下線、太字は本書で追加

ここに示したように、小学校の文化部活動は、「文化部活動の在り方に関する総合的なガ

イドライン」に沿って行う「対象」である。運動部の活動については「運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドライン（平成30年３月スポーツ庁）」に、小学校のことは示されて

はいないが、学習指導要領に、「児童の能力や適性などを考慮し、教師などの適切な指導の

下に、自発的、自主的な活動が適正に展開されるように配慮する」とあることから、運動部

の活動を指導する上で、ガイドラインは参考になるものである。

本項は、両ガイドラインを基に作成しており、小学校において部活動の担当となった場合、

是非確認していただきたい内容である。
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13 子ども一人一人の教育的ニーズに応える特別支援教育

(1) 特別支援教育とは

特別支援教育は、発達障害を含め、障害により特別な支援を必要とする全ての子ども

を対象としており、自立と社会参加に必要な力を培うため、一人一人の教育的ニーズに

応じた適切な指導及び必要な支援を行うものである。障害があると診断を受けた子ども

のみならず、特別な教育的支援を必要とする子どもが全ての園・学校に在籍しているこ

とを前提に、全ての教職員が特別支援教育の目的や意義について十分に理解することが

不可欠である。

公立の園・学校においては障害のある子どもに対する「合理的配慮」の提供が義務付

けられている。「合理的配慮」は障害のある子どもの「教育を受ける権利」が、他の子

どもと平等に保障されるために、学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を

行うことであり、子ども一人一人の実態に応じて個別に提供されるものである。

(2) 一貫した支援や適切な指導に向けた、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」

の作成・活用

「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」

は、障害のある子どもなど一人一人に対するきめ細

やかな指導や支援を組織的・継続的かつ計画的に行

うためのものである。

学習指導要領では、特別支援学級に在籍する児童

生徒や通級による指導を受ける児童生徒については

全員の作成・活用が規定されている。通常の学級に

在籍し、学習・生活上特別な教育的支援が必要な幼

児児童生徒についても作成・活用に努めるよう示さ

れている。「合理的配慮」についても「個別の教育

支援計画」に明記し、指導や引継等に活用していく

ことが重要である。

(3) 気付きから理解、支援へ

特別な教育的支援は、教職員が子どもとの関わりを通して、子どものつまずきや困難

な状況に気付くことから始まる。様々な障害（自閉症や注意欠陥多動性障害、学習障害

や知的障害等）の特性についての視点も加えて、詳しく実態を把握し、その情報を教職

員間で共有することで、学校全体での支援につなげていくことが大切である。

学級担任等が日常の指導・支援の中で気付く例

○子どもの困っている状況からの気付き ・いつもみんなから行動が遅れる ・練習しても音読が上達しない

・書字に必要以上に時間がかかる ・枠から文字がはみ出る

○指導上の困難からの気付き ・授業中に集中力が持続せず立ち歩いたり、思い付くまま関係ない話題を話したりする

・注意されるとすぐ怒り出す、泣き叫ぶなどの興奮状態になる

○保 護 者 相 談 で の 気 付 き ・家庭学習に取り組ませることに苦労する ・整理整頓や学習の準備が 1人でできない

※「ＳＥＮ児童生徒チェックリスト」を用いて、つまずきの手掛かりを得ることもできます（当センターウェブサイトからダウンロードできます）。
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(4) 学習上の困難さの理解と授業実践

授業においては、全ての子どもが学習活動に参加している実感や達成感をもちながら

充実した時間を過ごすことが重要である。そのためには子どもの学びの多様性に配慮し

て授業改善を図るなどの「指導の工夫」が大切になる。

小学校、中学校及び高等学校学習指導要領では、総則のほか、各教科等においても、

障害のある児童生徒などが学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導

方法の工夫を計画的、組織的に行うことが規定されており、各教科等の解説には、学び

の過程において考えられる困難さに対する配慮の具体例が示されている。そのような例

を参考にしたり、ユニバーサルデザインの視点を取り入れたりするなどして、全ての子

どもの参加と理解を促進することが求められる。

(5) 交流及び共同学習

障害のある子どもと障害のない子どもが共に活動する交流及び共同学習は、相互の触

れ合いを通じて豊かな人間性を育むことを目的とする交流の側面と、教科等のねらいの

達成を目的とする共同学習の側面がある。全ての子どもが経験を深め、社会性を養い、

豊かな人間性を育むとともに、お互いを尊重し合う大切さを学ぶ意義のある機会である。

全ての子どもが「参加」できるような指導の工夫 全ての子どもが「理解」できるような指導の工夫

・学級内の理解促進：間違いや分からないこ

とを受容し、お互いを認め合う関係づくり

・ルールの明確化：発言や聞く態度、ノート

の書き方等のルールの明確化と共有

・刺激量の調整：光や音、室温等への配慮、

学習のねらいや活動に応じた教材の提示

・場の構造化：整理整頓、活動や動線を考慮

した教材の配置

・時間の構造化：活動の順番や所要時間、終

了時刻や目安時間の事前提示

・焦点化：学習のねらいの焦点化

・展開の構造化：焦点化した学習のねらいを達

成するための手立ての吟味

・スモールステップ化：課題達成のための「踏

み台」づくり（子どもの実態に応じて活用）

・視覚化：絵や図、具体物、表、グラフ等の

活用。思考の過程をたどることができる板書

・動作化・作業化：話す、書く、操作する、作

る等の活動をバランスよく設定

・共有化：話し合う、教え合う、協力し合う場

面の設定

障害のない子どもにとって

人々の多様な在り方を理解し、障害のある

人と共に支え合う意識の醸成につながる

小学校・中学校・高等学校学習指導要領（総則）より抜粋

障害のある子どもにとって

特別支援学校学習指導要領（総則）より抜粋

「…学校の教育活動全体を通じて、小学校の児童又

は中学校、高等学校の生徒などと交流及び共同学習

を計画的、組織的に行うとともに、地域の人々など

と活動を共にする機会を積極的に設けること。」

「指導の工夫」の観点と具体例

様々な人と共に助け合って生きていく力

となり、積極的な社会参加につながる

「…障害のある幼児児童生徒との交流及び共同

学習の機会を設け、共に尊重し合いながら協働

して生活していく態度を育むようにすること。」

※幼稚園教育要領にも同様に示されている

「秋田県特別支援教育校内支援体制ガイドライン（三訂版）増補版」（平成 31 年３月、秋田県教育委員会）

「交流及び共同学習ガイド」（平成 31 年３月、文部科学省）

「高等学校学習指導要領解説 総則編」（平成 30 年７月、文部科学省）

＜参考文献＞

「小学校学習指導要領解説 総則編」「中学校学習指導要領解説 総則編」（平成 29 年７月、文部科学省）
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14 情報教育

(1) 情報活用能力の育成

学習指導要領において、情報活用能力は「学習の基盤となる資質・能力」の一つに位置

付けられている。そのため、児童生徒の発達の段階を考慮し、教科等の役割を明確にしな

がら教科横断的な視点で情報活用能力の育成を図ることが求められている。また、令和２

年度より、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、県内の学校では１人１台端末や高速通信ネッ

トワーク等が整備され、情報手段を活用するための環境が整えられた。これらのことを踏

まえ、ＩＣＴを学習ツールとして効果的に活用することを通して、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善につなげるなど教育活動の一層の充実を図るとともに、これからの情報化社会を生

きる児童生徒に必要となる資質・能力の育成を目指すことが大切である。

情報活用能力とは
必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理

・比較したり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・
共有したりといったことができる力であり、プログラミング的思考や情報モラル、情報
セキュリティ、統計等に関する資質・能力も含まれる。

初等中等教育における情報教育は、「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報

社会に参画する態度」の３観点から成る情報活用能力をバランスよく育成することを目

標としている。これらを達成するために、各学校段階を通じて、様々な学習活動におい

てコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極的に活用していくことが

必要である。
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(2) 情報モラル教育

児童生徒が自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつとともに、犯罪被害を

含む危機を回避し、情報を正しく安全に利用できるようにするため、学校における情報

モラル教育は極めて重要である。

情報モラル教育は、学校全体で組織的・計画的に進めることが重要である。そのため

には最新の情報の入手に努めるとともに、児童生徒がどのように携帯電話やスマートフォ

ン、ＳＮＳ等を利用しているか等実態を把握することも大切になる｡

情報モラルについては、特定の教科等での指導に偏らず、全ての教科等で指導する機

会をもつようにすべきである。また、全ての教員がインターネットの世界で起きている

ことを共通理解した上で指導するためにも、情報モラル教育に係る校内研修を実施する

ことが大切である。今後ますます地域や保護者と連携した取組が必要である。

(3) プログラミング教育

児童生徒が情報を主体的に捉え、見いだした情報を活用しながら他者と協働し、新た

な価値の創造に挑んでいくために、発達の段階に即してプログラミングの体験等を計画

的に取り入れ、プログラミング的思考を育成することが大切である。

◎プログラミング教育に関する学習活動
〔小学校・特別支援学校小学部〕

各教科等の特質に応じて、プログラミングを体験しながらコンピュータに意図した処理を
させるために必要な論理的思考力を身に付けさせるための学習活動を計画的に実施する。
〔中学校〕

技術・家庭科（技術分野）で「計測・制御のプログラミング」に加え「ネットワークを利
用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」について学習する。
〔高等学校〕

共通必履修科目「情報Ⅰ」が新設され、全ての生徒がプログラミングのほか、ネットワー
ク（情報セキュリティを含む）やデータベースの基礎等について学習する。

プログラミング的思考とは
自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが必要であり、

一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらよいのか、記号の組合せ
をどのように改善していけば、より意図した活動に近付くのか、といったことを論理的
に考えていく力である。

(4) 教員の研修

ＩＣＴを適切かつ効果的に活用した学習活動を充実させるため、全ての教員の情報活

用能力の向上が不可欠となる。情報教育及び教科等の指導におけるＩＣＴ活用が円滑に

行われるよう、当センターが実施している研修講座等の校外研修への参加や、ＩＣＴ活

用指導力チェックシート（文部科学省）を活用した校内研修の一層の充実が求められる。

＜参考文献＞

「教育の情報化に関する手引き（追補版）」（令和２年６月、文部科学省）

「小学校プログラミング教育の手引き（第三版）」（令和２年２月、文部科学省）
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15 いま求められる環境教育

(1) 高まる環境教育の重要性

健全で恵み豊かな環境を維持することは、人間が健康で文化的な生活を確保してい

く上で欠くことができないものである。しかし、現在、地球上には環境破壊につなが

る様々な問題が生じ、地球的規模の環境問題にまで広がっている。その解決に向けて、

有限な地球環境の中で、環境負荷を最小限にとどめ、資源の循環を図りながら地球の

生態系を維持できるよう、一人一人が環境保全に主体的に取り組むようになること、

そしてそれを支える社会経済の仕組みを整えることで、持続可能な社会を構築するこ

とが強く求められており、環境教育の重要性が一層高まっている。

(2) 持続可能な開発のための教育（ESD）を踏まえた環境教育の展開

持続可能な開発のための教育（ESD：Education for Sustainable Development）とは、

「持続可能な社会づくりの担い手を育む教育」のこと

である。ESDでは、地球規模の課題だけでなく、地域

の環境問題も、環境の側面だけに目を向けていては解

決が進まないことから、環境、社会、経済、文化の関

係性を考慮した総合的な取組が必要とされている。

2015年９月の国連サミットで、「持続可能な開発目

標（SDGs：Sustainable Development Goals）」が掲げ

られた。これは、発展途上国のみならず先進国自身も

取り組む2016年から2030年までの国際目標で、17の目

標と169のターゲットからなる。ESDはこのうちの目標

４「質の高い教育の提供」に示され、持続可能な社会

の担い手づくりを通じ、17の目標全ての達成に貢献す

るものである。

学習指導要領では、前文及び総則に、「持続可能な社会の創り手」の育成を掲げてお

り、各教科等においても、関連する内容が盛り込まれた。ESDを踏まえた学校での取組

が、SDGsの達成、そして持続可能な社会の構築につながることが求められる。

(3) 指導に当たっての留意事項

◇「生きる力」の育成 環境教育は広範囲で多面的、総合的な内容を含んでいる。そ

のため学校における環境教育は、各教科、特別の教科道徳、外国語活動、総合的な

学習（探究）の時間、特別活動等の中で、それぞれの特性に応じ相互に関連させな

がら、学校の教育活動全体の中で実施するよう工夫する。

◇ 体験活動の充実 社会の変化に伴う児童生徒の自然体験などの機会の減少等を考慮

し、学校内外を通じ、児童生徒の多様な体験活動の充実を図り、それを補うことが

求められる。そこで環境教育を充実させるに当たり、豊かな体験活動を推進し、児

童生徒一人一人の学びや活動に深まりや広がりをもたせていくことが重要となる。

◇ 校種間の連携 児童生徒は、小学校、中学校、高等学校と学習の場を移していく。

それぞれの学校段階では、その学校段階のねらいを踏まえつつ、児童生徒の発達に

応じて円滑な接続を考える必要がある。

◇ 家庭・地域等との連携 持続可能な社会づくりを担う実践力のある児童生徒の育成

には、学校、家庭、地域社会がそれぞれの教育機能を十分に発揮するとともに、相

互に連携を図り、学びや体験の充実を図ることが必要である。
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交 通 案 内

・ＪＲを利用する場合
奥羽本線・男鹿線「追分駅」で下車、徒歩約25分。駅前にタクシー乗り場もあります。

・バスを利用する場合
秋田駅西口バス乗り場４番線、秋田中央交通「追分線（101･105系統）」に乗車し、101
系統はバス停「追分西」で、105系統はバス停「教育センター前」で下車してください。
（所要時間はともに約40分）

臨海十字路

秋田県総合教育センター

所在地：〒010－0101 秋田県潟上市天王字追分西29-76

総 務 班 …………… ０１８－８７３－７２００(代表)
Ｆ Ａ Ｘ 専 用 ……………………… ８７３－７２０１
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特別支援教育担当 ……………………… ８７３－７２１５

企 画 研 修 班 ……………………… ８７３－７２１４
ウ ェ ブ サ イ ト ……………………… https://www.akita-c.ed.jp/

実践的指導力習得期（初任～３年目）における

研 修 の 手 引
（令和５年度初任者用）
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最寄りのバス停

「追分西」

最寄りのバス停

「教育センター前」


